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▼
夏
だ
！ 

祭
り
だ
〜
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ォ
ト
フ
ェ
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ん
と
こ
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▼
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前
組
合
長
、ホ
ク
レ
ン
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会
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〜
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井
新
組
合
長
へ

阿部 翔汰郎 （東川中２年）
僕の町　皆あたたかい　東川　自分が旅立つ　スタート地点
【特選】東川町開拓120年記念標語
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山なみの　白い雪見ながら思う　いつまでも美しくあれ
【入選】東川町開拓120年記念標語　早川 昌悟（東川中２年）

夏だ！ 祭りだ～フォトフェスタ＆どんとこい
まち・タウン
○運動会、校庭いっぱいの声援でにぎわい
○旭岳の頂上目指して、SEA  TO  SUMMIT大会
○東南アジアから映像コンテンツの視察ツアー
○生きる能力学ぶフィンランド教育の研究会　　ほか

大雪地区広域連合からのお知らせ
○国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料の改定

今、生き生きと
○No.77　東川町国際交流員　魯　丹（ロ・タン）さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○板谷重徳氏のホクレン副会長就任を祝う
◇貸し出し図書ビデオ紹介

大雪山の素顔
○Nature Column
　夏から秋の入り口へ　旭岳ビジターセンター　菊地 基さん
○本で知る ふるさとの山
　恩人と出会った「初めての大雪山」　町史編集専門員　西原義弘

A Word From Another World
○No.33　さようなら、その2　小さきこと　英語活動教育指導員　ステーシー・フジカワさん
○エイゴノマナビカタ
　Trust me!　英語教育指導員　宮地晶子さん

人生を拓く
○第2回　17区西町　前田 政敏さん、タカさん
◇俳句

くらし・ネットワーク
○浜辺、藤原両議員が道町村議会議長会表彰を受賞
○町税の納税通知書を送付しました
○27年度上川管内町村等職員採用試験の実施
○新登場！ 北方型住宅の建設と薪ストーブ導入を支援
○臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金受け付け
○東川町農協、板谷組合長が会長、樽井専務が新組合長に　　ほか

子育てチャンネル
○子どもと食のコト　ジュニア野菜ソムリエ　佐竹麻美さん

ミニ家庭医学講座
○第13回　「思い出せない」もの忘れ、記憶できない認知症
　町立診療所副所長　古川倫也さん

インフォメーション
○7月の行事　　ほか

森の休息
（キトウシ森林公園）
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第
21
回
写
真
甲
子
園
大
会
、
第
30
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り

夏
だ
！ 

祭
り
だ
〜
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
＆
ど
ん
と
こ
い

写
真
甲
子
園
は
台
湾
、タ
イ
か
ら

高
校
生
が
オ
ー
プ
ン
参
加

　

今
年
の
写
真
甲
子
園
本
戦
大
会
は
、

応
募
校
総
数
５
２
１
校
と
な
り
ま
し

た
。
歴
代
最
高
の
昨
年
５
２
２
校
に

１
校
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
年

連
続
で
５
０
０
校
を
超
え
る
応
募
校

数
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
応
募
校
は
92
校
（
昨
年
１
２
０

校
）
、
初
応
募
で
本
戦
出
場
を
果
た

し
た
の
は
８
校
（
特
別
記
念
枠
２
校

を
加
え
昨
年
同
）
。
道
内
か
ら
選
出

の
江
別
高
校
、
名
寄
産
業
高
校
は
と

も
に
初
出
場
。
昨
年
か
ら
２
年
連
続

の
大
阪
市
立
工
芸
高
校
は
最
多
14
回

目
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
台
湾
と
タ
イ
か
ら
高
校
生

各
１
チ
ー
ム
が
海
外
オ
ー
プ
ン
参
加

と
し
て
初
出
場
し
ま
す
。

　

予
選
審
査
は
６
月
13
日
、
写
真
家

の
立
木
義
浩
氏
を
審
査
委
員
長
に
、

同
竹
田
津
実
、
同
米
美
知
子
、
岩
井

直
樹
（
北
海
道
新
聞
社
写
真
部
長
）

の
各
氏
と
、
国
内
カ
メ
ラ
雑
誌
７
誌

の
各
編
集
長
ら
11
人
が
出
席
し
て
東

京
都
内
で
開
き
ま
し
た
。

新
登
場
、フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
ん

ず
Ｏ
Ｇ
、Ｏ
Ｂ
の
グ
ル
ー
プ
展

　

後
半
２
日
間
の
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り
は
、

写
真
の
町
東
川
賞
の
授
賞
式
、
受
賞

作
家
作
品
展
を
中
心
に
、
写
真
文
化
、

作
品
と
親
し
む
各
種
催
し
、
夏
祭
り

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
心
市
街
地
に
盛
り

だ
く
さ
ん
に
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

新
登
場
の
「
旧
秋
山
邸
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
旧
秋
山
金
物
店

（
南
町
１
）
の
旧
店
舗
建
物
を
利
用

し
て
行
う
新
企
画
。
受
賞
作
家
展
の

設
営
な
ど
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
を
毎
年

陰
か
ら
支
え
て
く
れ
て
来
た
フ
ォ
ト

フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
ん
ず
Ｏ
Ｇ
、
Ｏ
Ｂ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
グ
ル
ー
プ

展
で
す
。
フ
ォ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ

レ
イ
ス
内
で
出
品
者
と
ゲ
ス
ト
に
よ

る
レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
も
開
き
ま
す
。

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
、
新
進
の
写
真
家
が
自
ら
の
作

品
を
持
ち
寄
っ
て
有
数
の
レ
ビ
ュ

ア
ー
か
ら
批
評
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
恒
例
の
企
画
。
赤
れ

ん
が
倉
庫
会
場
を
自
由
に
訪
れ
、
最

第
21
回
写
真
甲
子
園
大
会
、
第
30
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り

夏
だ
！ 

祭
り
だ
〜
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
＆
ど
ん
と
こ
い

　

写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
の
第
21
回「
写
真
甲
子
園
２
０
１
４
」「
第
30
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ（
２
０
１
４
）」が

も
う
す
ぐ
開
幕
し
ま
す
。８
月
５
日（
火
）か
ら
８
日（
金
）ま
で
前
半
４
日
間
は
、高
校
生
代
表
チ
ー
ム
・
全
国
18
校
が
決
戦
の
地
・
東
川
で

熱
い
闘
志
を
燃
や
す
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会「
写
真
甲
子
園
」。９（
土
）、10（
日
）の
後
半
２
日
間
は
、「
第
30
回
写
真
の
町
東
川

賞
」の
授
賞
式
を
メ
ー
ン
に
、国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
）、ど
ん
と
こ
い
祭
り
で
盛
夏
の
祭
り
は
最
高
潮
。

　

写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
の
第
21
回「
写
真
甲
子
園
２
０
１
４
」「
第
30
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ（
２
０
１
４
）」が

も
う
す
ぐ
開
幕
し
ま
す
。８
月
５
日（
火
）か
ら
８
日（
金
）ま
で
前
半
４
日
間
は
、高
校
生
代
表
チ
ー
ム
・
全
国
18
校
が
決
戦
の
地
・
東
川
で

熱
い
闘
志
を
燃
や
す
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会「
写
真
甲
子
園
」。９（
土
）、10（
日
）の
後
半
２
日
間
は
、「
第
30
回
写
真
の
町
東
川

賞
」の
授
賞
式
を
メ
ー
ン
に
、国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
）、ど
ん
と
こ
い
祭
り
で
盛
夏
の
祭
り
は
最
高
潮
。

国際写真フェスティバル（フォトフェスタ2014）、どんとこい祭り日程（8月9、10日）

8/10
（日）

8/9
（土）

◆国際写真フェスティバル
▶ニコンユーナ21東川ポートフォリオレビュー（9日①前11時半～②後5時～、文化ギャラリー）▶赤れんが公開ポートフォリオオーディション2014（①9日前9時半～②10日
前9時半～、赤れんが倉庫）▶写真インデペンデンス展合評の集い（9日前10時～、文化ギャラリー）▶東川フォトミーティングプレイス（9日後7時～、文化ギャラリー前庭）▶
みちくさフォト寺子屋（10日前10時～正午、道草館）▶パリデビューチャレンジ2014（９日前10時～、道草館）▶Myカメラアングル（9、10日、前10時～、道草館）▶ストリート
ギャラリー2014（文化ギャラリー前庭）▶公開ポートフォリオレビュー（9、10日前10時～、道草館）▶ミケーレ・ヴィトゥッチレクチャー（8日後6時～、道草館）▶ストリートギャ
ラリ-・フォトコンテスト（9、10日、文化ギャラリー前庭）▶旧秋山邸アートプロジェクト（9、10日前９時～、旧秋山邸）▶写真を楽しむワークショップ（9日後３時半～、10日後零
時半～、赤れんが倉庫）▶エプソンプリントクリニック & カラリオプリンター体験コーナー（9、10日前10時～、モンベル大雪ひがしかわ店）▶写真用品展示・販売「ふぉと
まーけっとin ひがしかわ」（9、10日前10時～、文化ギャラリー＆1丁目道路）▶カメラ無料点検（9、10日前10時～、道草館）
◆どんとこい祭り
▶どんとこいレストラン（9日＝前11時～、10日＝前9時半～、羽衣公園）▶ﾎﾞｰﾙﾌﾟｰﾙ／ｽｸﾘｰﾏ（ー9日＝前11時～、10日＝前10時～、羽衣公園）▶大道芸、ストリートダンス（イ
ベント広場）▶お祭り屋台、ゲームコーナー、思い出写真館NIJI、ストリートフォト（１丁目通り）▶新車展示（１丁目通り）▶消防車展示（10日、１丁目通り）

時間 場所 時間 場所国際写真フェスティバル
後2時 農村環境改善センター写真の町東川賞授賞式

後3時半 農村環境改善センター東川賞受賞を祝う集い
東川フォトミーティングプレイス 後7時 文化ギャラリー横広場

後3時 文化ギャラリー写真の町東川賞受賞
作家作品展テープカット

前10時 文化ギャラリー写真インディペンデンス展
合評の集い

後1時 〃写真の町東川賞受賞作家
フォーラム

どんとこい祭り

正午 羽衣公園ステージキッズステージ(町内小中学校）

後5時 羽衣公園ステージどんとこいオークション

後8時半 　羽衣公園　花火大会

後1時 〃よさこいソーランチームステージ
後3時 羽衣公園もちまき

〃 改善センター駐車場第5回旭岳源水水の乱（子供の部）

前10時 改善センター駐車場第5回旭岳源水水の乱（大人の部）
前11時 羽衣公園ステージダンスチーム

終
審
査
ま
で
残
っ
た
20
人
の
作
品
レ

ビ
ュ
ー
の
様
子
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

審
査
員
は
東
京
在
住
の
写
真
評
論
家
、

飯
沢
耕
太
郎
氏
ら
５
人
。
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
者
は
、
副
賞
と
し
て
「
A
r
t 

G
a
l
l
e
r
y 

M
84
」
（
東
京
・

銀
座
）
で
の
写
真
展
開
催
権
と
図
録
の

制
作
権
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
（
２

人
）
は
Ａ
Ｍ
Ｓ 

写
真
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
京
都
・
中
京
区
）
で
写
真
展
の
開
催

権
を
獲
得
で
き
ま
す
。
（
予
定
）
。

　

昨
年
も
来
町
し
て
く
れ
た
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
在
住
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
オ
ー
ナ
ー
、
ミ
ケ
ー
レ
・
ヴ
ィ

ト
ゥ
ッ
チ
氏
は
、
「
ミ
ケ
ー
レ
・
ヴ
ィ

ト
ゥ
ッ
チ
レ
ク
チ
ャ
ー
」
と
題
し
て
レ

ク
チ
ャ
ー
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ど
ん
と
こ
い
祭
り
で
は
、
「
ど
ん
と

こ
い
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
が
今
年
も
登
場
。

10
日
午
後
５
時
か
ら
、
羽
衣
公
園
ス

テ
ー
ジ
に
掘
り
出
し
物
が
〝
ど
ん
〞
と

登
場
し
ま
す
。
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北 海 道 ブ ロ ッ ク ＝ 2 校 （ 応 募 45 校 ）

〈 初 出 場 〉

北 海 道 江 別 高 等 学 校

（ 江 別 市 ）

「 夢 幻 回 廊 」

（ 白 黒 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

群 馬 県 立 藤 岡 北 高 等 学 校

（ 藤 岡 市 ）

「 う つ ろ い ゆ く 季 節

　 　 〜 秋 か ら 冬 … そ し て 春 へ 〜 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

埼 玉 県 立 浦 和 第 一 女 子 高 等 学 校

（ さ い た ま 市 ）

「 ゆ だ ね た 先 は 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

北 海 道 名 寄 産 業 高 等 学 校

（ 名 寄 市 ）

「Mother Earth | 神 秘 の 恵 み | 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ９ 回 目 （ ３ 年 連 続 ） 〉

埼 玉 栄 高 等 学 校

（ さ い た ま 市 ）

「REACH 〜 拳 の 見 る 夢 〜 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ８ 回 目 （ ２ 年 連 続 ） 〉

埼 玉 県 立 芸 術 総 合 高 等 学 校

（ 所 沢 市 ）

「 花 葬 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ２ 回 目 （ ４ 年 ぶ り ） 〉

愛 知 県 立 津 島 東 高 等 学 校

（ 津 島 市 ）

「 幻 実 透 避 （ げ ん じ つ と う ひ ） 」

（ カ ラ ー 、 ６ 枚 組 み ）

〈 14 回 目 （ ２ 年 連 続 ） 〉

大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校 （ 大 阪 市 ）

「 触 れ ら れ る ほ ど 近 く て 、

　 　 　 　 　 掴 め な い く ら い 遠 い 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ５ 回 目 （ ２ 年 ぶ り ） 〉

香 川 県 立 坂 出 高 等 学 校

（ 坂 出 市 ）

「 閉 ざ さ れ た 時 間 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 10 回 目 （ ５ 年 ぶ り ） 〉

沖 縄 県 立 真 和 志 高 等 学 校

（ 那 覇 市 ）

「 約 束 の 花 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ３ 回 目 （ ３ 年 ぶ り ） 〉

大 阪 府 立 成 城 高 等 学 校

（ 大 阪 市 ）

「SHINE 〜 I want you get a shine 〜 」

（ カ ラ ー 、 ６ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

帝 塚 山 学 院 高 等 学 校

（ 大 阪 市 ）

「 止 ま ら な い 時 間 〜 青 い 春 の 終 わ り 〜 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ４ 回 目 （ ３ 年 連 続 ） 〉

沖 縄 県 立 浦 添 工 業 高 等 学 校

（ 浦 添 市 ）

「 窯 の 日 〜 う ま ら し み そ ー り 〜 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ２ 回 目 （ ４ 年 ぶ り ） 〉

山 口 県 立 新 南 陽 高 等 学 校

（ 周 南 市 ）

「 石 と 共 に 生 き る 」

（ カ ラ ー 、 ７ 枚 組 み ）

近 畿 ブ ロ ッ ク ＝ 3 校 （ 応 募 81 校 ）

四 国 ブ ロ ッ ク ＝ 1 校 （ 応 募 25 校 ）

東 北 ブ ロ ッ ク ＝ ２ 校 （ 応 募 39 校 ）

〈 初 出 場 〉

宮 城 県 泉 館 山 高 等 学 校

（ 仙 台 市 ）

「 わ た し は 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ３ 回 目 （ ２ 年 連 続 ） 〉

石 巻 市 立 女 子 高 等 学 校

（ 宮 城 県 石 巻 市 ）

「 想 い 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

関 東 ブ ロ ッ ク ＝ 4 校 （ 応 募 １ ５ １ 校 ）
九 州 ・ 沖 縄 ブ ロ ッ ク ＝ 2 校 （ 応 募 49 校 ）

〈 ２ 回 目 （ ６ 年 ぶ り ） 〉

静 岡 県 立 伊 東 高 等 学 校

（ 伊 東 市 ）

「 〝 少 女 〞 か ら 〝 女 性 〞 へ 」

（ 白 黒 ・ カ ラ ー 混 在 、 ７ 枚 組 み ）

〈 ６ 回 目 （ ３ 年 ぶ り ） 〉

中 越 高 等 学 校

（ 新 潟 県 長 岡 市 ）

「 時 代 （ と き ） を 越 え て ゆ く 想 い 」

（ 白 黒 、 ８ 枚 組 み ）

中 部 ・ 東 海 ブ ロ ッ ク 3 校 （ 応 募 94 校 ） 中 国 ブ ロ ッ ク ＝ 1 校 （ 応 募 37 校 ）
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愛
犬
ミ
ク
と
一
緒
に
出
場
、奥
さ
ん
の
恵
さ
ん
に

声
援
送
る
中
川
さ
ん（
手
前
）

　 小 、 中 学 校 、 幼 児 セ ン タ ー の 運 動 会

は 、 雨 天 中 止 、 順 延 も な く 、 各 校 の 校

庭 い っ ぱ い に 元 気 な 歓 声 、 応 援 の 声 が

こ だ ま し ま し た 。

　 中 学 校 体 育 大 会 に 続 い て 、 ６ 月 １ 日

に 町 内 小 学 校 の ト ッ プ を 切 っ た の は 東

川 小 （ 大 久 保 善 邦 校 長 、 ３ ５ ３ 人 ） 。

現 校 舎 最 後 の 運 動 会 に み ん な 大 張 り 切

り で 、 キ ャ ン ピ ン グ テ ン ト の 波 が 校 庭

の 周 囲 い っ ぱ い に あ ふ れ ま し た 。

　 同 月 ７ 日 は 東 川 養 護 学 校 （ 長 谷 川 和

之 校 長 、 １ １ ５ 人 ） 、 翌 ８ 日 は 、 第 一

小 （ 前 田 昭 彦 校 長 、 21 人 ） 、 第 二 小 （ 河

野 祐 史 校 長 、 43 人 ） 、 第 三 小 （ 紺 野 元

樹 校 長 、 24 人 ） で と も に 開 き ま し た 。

　 養 護 学 校 で は 東 川 高 校 ボ ラ ン テ ィ ア

に 、 約 ５ ０ ０ 人 の 町 民 で 満 席 。 軽 妙 な

掛 け 合 い で 会 場 か ら は 終 始 笑 い が 溢 れ

ま し た 。

　 こ の 日 の 録 音 は 、 ７ 月 19 日 （ 土 ） 、

８ 月 ２ 日 （ 土 ） の ２ 回 に 分 け て Ｎ Ｈ Ｋ

ラ ジ オ 第 １ で 全 国 放 送 、 国 際 放 送 の 予

定 で す 。

遊 亭 歌 之 助 、 コ ミ カ ル ソ ン グ ・ テ ツ ａ ｎ

ｄ ト モ 、 漫 談 ・ 三 遊 亭 小 円 歌 、 落 語 ・

柳 家 小 さ ん の 皆 さ ん 。 町 開 拓 １ ２ ０ 年

記 念 事 業 の 一 環 と し て 企 画 し ま し た 。

　 本 場 の コ ン ト 、 漫 談 、 落 語 を 楽 し み

　 ６ 月 ７ 日 、 町 と Ｎ Ｈ Ｋ 旭 川 放 送 局 は

共 催 で ラ ジ オ 番 組 公 開 録 音 「 真 打 ち 競

演 」 を 農 協 改 善 セ ン タ ー で 開 き ま し た 。

　 出 演 は コ ン ト ・ チ ャ ー リ ー カ ン パ

ニ ー 、 漫 談 ・ あ さ ひ の ぼ る 、 落 語 ・ 三

部 の 生 徒 18 人 が 会 場 準 備 と 生 徒 の 誘 導

を 手 伝 い ま し た 。 第 一 、 第 二 、 第 三 各

小 学 校 で は 、 子 ど も た ち と 地 区 の

皆 さ ん が 一 緒 に な っ て ゲ ー ム や 競

技 を 楽 し み ま し た 。 第 三 小 で は 今

年 も 旭 川 大 学 の 学 生 20 人 も 参 加 し

て に ぎ や か さ も ひ と き わ 増 し ま し

た 。

　 ６ 月 21 日 、 幼 児 セ ン タ ー （ 伊 藤

和 代 園 長 、 ２ ４ ０ 人 ） は 晴 天 の グ

ラ ウ ン ド で 元 気 い っ ぱ い の 笑 顔 が 飛 び

跳 ね ま し た 。

運 動 会 、 校 庭 い っ ぱ い の 声 援 で に ぎ わ い運 動 会 、 校 庭 い っ ぱ い の 声 援 で に ぎ わ い

お 楽 し み 演 芸 会 「 真 打 ち 競 演 」お 楽 し み 演 芸 会 「 真 打 ち 競 演 」

　 忠 別 湖 （ ダ ム 湖 ）

‒

旭 岳 （ 標 高 ２

千 ２ ９ １ ㍍ ） 間 を カ ヤ ッ ク 、 自 転 車 、

ハ イ ク ３ 種 目 で 競 い 、 旭 岳 頂 上 を 目 指

す 「 大 雪 旭 岳 Ｓ Ｅ Ａ 　 Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ

Ｉ Ｔ ２ ０ １ ４ 」 が ６ 月 22 日 、 行 わ れ ま

し た 。

　 同 大 会 実 行 委 （ 事 務 局 ・ ひ が し か わ

観 光 協 会 ） が 主 催 。 ４ 年 目 の 今 年 は 38

組 55 人 が 出 場 し ま し た 。 最 高 齢 の 奥 村

耕 一 さ ん （ 62 ） ＝ 大 山 市 ＝ は 昨 年 に 次

い で ２ 年 連 続 出 場 。 晴 れ 男 の 異 名 に た

が わ ず 、 会 場 は 朝 か ら 明 る い 陽 射 し を

受 け て 気 温 14 度 の 穏 や か な 日 和 に な り

ま し た 。

　 午 前 ６ 時 50 分 過 ぎ 、 湖 面 約 ６ ㌔ ㍍ の

生 き や す い 環 境 に 変 え て い っ た 。 牧 草

地 で は 、 鉄 砲 で 駆 除 さ れ な い こ と を 知

っ て い る 。 牛 や 馬 よ り シ カ の 数 が 多 い 」

な ど と 人 間 の 生 活 圏 拡 大 が エ ゾ シ カ を

増 や し て い る 皮 肉 な 現 状 を 報 告 。

　 鉄 砲 に よ る 有 害 駆 除 、 食 肉 需 要 と 市

場 の 開 拓 に 続 く 第 三 の 対 策 と し て 「 犬

は 犬 種 に 係 わ ら ず 、 シ カ 肉 に む し ゃ ぶ

り つ い て 食 べ る 。 太 い 骨 を 与 え る と 、

30 分 で 食 い 尽 く す 。 オ オ カ ミ の 記 憶 を

受 け 継 い で い る 」 と 、 パ ト ロ ー ル 犬 の

ル ー プ 代 表 の ３ 人 で 、 激 増 す る エ ゾ シ

カ と 人 間 と の 共 生 問 題 を 中 心 に 話 し 合

い ま し た 。

　 坂 東 園 長 は 、 動 物 ・ 鳥 獣 保 護 活 動 の

一 方 、 道 内 の エ ゾ シ カ 被 害 を 考 え る た

め 、 自 ら 狩 猟 免 許 を 取 っ て エ ゾ シ カ 問

題 と 向 き 合 っ て い ま す 。

　 「 人 間 は オ オ カ ミ を 駆 逐 し 、 酪 農 の

た め に 栄 養 価 の 高 い 牧 草 地 を 増 や し て

導 入 を 提 言 し ま し た 。

　 ６ 月 21 日 、 坂 東 元 旭 山 動 物 園 長 を 迎

え て 、 ヒ ト と 自 然 と の 共 生 問 題 を 考 え

る シ ン ポ ジ ウ ム を 農 村 環 境 改 善 セ ン

タ ー で 開 き ま し た 。 「 大 雪 旭 岳 Ｓ Ｅ Ａ

Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｉ Ｔ ２ ０ １ ４ 」 大 会 の

一 環 行 事 で す 。

　 「 共 に 生 き る 　 未 来 に 向 け て 」 と 題

し て 基 調 講 演 。 続 い て 獣 医 師 ・ 写 真 家

の 竹 田 津 実 さ ん 、 辰 野 勇 モ ン ベ ル グ

カ ヤ ッ ク 種 目 が ス タ ー ト し ま し た 。 ほ

ぼ 無 風 の 湖 面 を こ ぐ そ う 快 感 は 格 別 。

続 く 自 転 車 コ ー ス は 、 標 高 約 千 １ ０ ０

㍍ の 旭 岳 温 泉 ビ ジ タ ー セ ン タ ー ま で 、

約 15 ㌔ ㍍ （ 標 高 差 ６ ８ ０ ㍍ ） の 山 岳 路

を 一 気 に 駆 け 上 が る 登 坂 路 。

　 湧 別 町 か ら 初 参 加 の 中 川 映 一 さ ん

（ 44 ） は 、 途 中 の と こ ろ ど こ ろ で 愛 犬

ミ ク ち ゃ ん （ ５ 歳 ） と 一 緒 に 自 転 車

パ ー ト の 奥 さ ん 、 恵 さ ん （ 42 ） を 応 援

し ま し た 。

　 ２ 人 と １ 匹 で 種 目 を 分 担 し た そ う で

す 。 「 姿 見 か ら 頂 上 ま で 最 後 の

コ ー ス ２ ㌔ ㍍ を 登 る の が 僕 の 担

当 。 こ の 子 （ ミ ク ち ゃ ん ） は カ

ヤ ッ ク 担 当 。 で も 中 で 丸 く 固 ま

っ て い ま し た 。 こ の 大 会 は ゆ る

め の 大 会 で い い で す ね 」 と 満 喫

し て い ま し た 。

旭 岳 の 頂 上 目 指 し て 、 Ｓ Ｅ Ａ 　 Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｉ Ｔ 大 会旭 岳 の 頂 上 目 指 し て 、 Ｓ Ｅ Ａ 　 Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｉ Ｔ 大 会

エ ゾ シ カ 被 害 か ら 自 然 と の か か わ り 考 え る シ ン ポエ ゾ シ カ 被 害 か ら 自 然 と の か か わ り 考 え る シ ン ポ
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　 北 海 道 の 映 像 コ

ン テ ン ツ を 地 域 資

源 の 映 像 コ ン テ ン

ツ マ ー ケ ッ ト 、 観

光 商 品 し て 売 り 込

も う ― と 事 業 を 行

っ て い る （ 財 ） 北

海 道 コ ン テ ン ツ 戦

略 機 構 （ 札 幌 、 井 上 俊 彦 代 表 理 事 ） と

札 幌 映 像 機 構 （ 同 ・ 同 Ｃ Ｏ Ｏ ） の ロ

ケ ー シ ョ ン 視 察 が ６ 月 19 日 、 東 川 町 内

で 行 わ れ ま し た 。

　 東 南 ア ジ ア 地 域 か ら シ ン ガ ポ ー ル 、

イ ン ド ネ シ ア 、 フ ィ リ ピ ン 、 ベ ト ナ ム 、

台 湾 、 タ イ ６ カ 国 の 雑 誌 、 映 像 制 作 、

イ ン タ ー ネ ッ ト 番 組 な ど メ デ ィ ア 関 係

会 社 ス タ ッ フ と 、 韓 国 、 香 港 を 加 え た

番 組 制 作 ・ 販 売 会 社 の バ イ ヤ ー 担 当 者

を 加 え て 約 50 人 が 来 町 し ま し た 。

　 札 幌 を 中 心 と し て 道 内 各 地 を 映 像 素

材 地 と し て 紹 介 す る ツ ア ー 。 東 川 で は

旭 岳 （ 標 高 ２ 千 ２ ９ １ ㍍ ） で 姿 見 の 池

周 辺 散 策 、 大 雪 旭 岳 源 水 の 源 水 噴 出 取

水 地 、 天 然 ミ ネ ラ ル 水 「 大 雪 旭 岳 源 水 」

の ボ ト ル 製 造 工 場 ・ 大 雪 水 資 源 保 全 セ

ン タ ー （ ノ カ ナ ン ） を 視 察 し ま し た 。

　 旭 岳 は あ い に く 雲 に 隠 れ て 山 頂 を 見

る こ と が で き ま せ ん で し た が 、 ま だ 残

雪 が 残 る 雄 大 な 景

色 の 中 で 雪 投 げ を

し た り 、 「 冷 た

い ！ 」 な ど と 大 喜

び 。 盛 ん に カ メ ラ

の シ ャ ッ タ ー を 切

っ て 歓 声 を 上 げ て

い ま し た 。

　 一 行 の 中 に は 、 同 ツ ア ー を 利 用 し て

３ 月 に 来 町 し 、 東 川 が す っ か り 気 に 入

っ て １ カ 月 間 の 日 本 語 研 修 に 来 町 し て

い る シ ン ガ ポ ー ル 人 の ハ ン シ ェ ン さ ん 、

ヨ ル ダ ン 人 の ラ ン ド さ ん ２ 人 も 。 一 緒

に 勉 強 し て い る 日 本 語 研 修 生 ら と と も

に 歓 迎 パ ー テ ィ ー に 出 席 し 話 が 弾 ん で

い ま し た 。

加 。 約 20 ㌃ に イ タ ヤ カ エ デ 、 ナ ナ カ マ

ド の 苗 木 ２ ０ ０ 本 ず つ を 植 え ま し た 。

　 東 川 町 出 身 と い う 酒 井 紀 一 さ ん

（ 67 ） は 、 孫 の 葵 さ ん （ ９ つ ） 、 有 馬

君 （ ６ つ ） と 一 緒 に 初 参 加 。 元 自 衛 官

の 酒 井 さ ん は 、 乾 い て 固 く な っ て い た

地 面 に 「 若 い 時 、 富 良 野 の 演 習 地 で ず

い ぶ ん と 植 樹 し た も の だ け れ ど 、 こ ん

な に 固 い 土 と は … 」 と 四 苦 八 苦 。

　 こ の 日 は 道 民 の 森 （ 石 狩 管 内 当 別 町 ）

で も 同 時 に 苗 木 を 植 樹 し ま し た 。

　 東 川 町 森 林 組 合 で は 、 こ の 後 ４ 年 間

に わ た っ て 雑 草 刈 り な ど 苗 木 保 育 を す

る 予 定 で す 。

　 ６ 月 ７ 日 、 コ ー プ さ っ ぽ ろ （ 札 幌 ）

が 東 ３ 号 北 ６ 線 の 町 有 林 で 「 コ ー プ の

未 来 （ あ し た ） の 森 づ く り 」 植 樹 を 行

い ま し た 。 旭 川 地 区 本 部 が 主 催 し て 今

年 で ５ 年 目 の 最 終 年 。 こ れ ま で に 植 林

し た 苗 木 は 、 約 １ ヘ ク タ ー ル 延 べ 千 本

に な り ま し た 。

　 旭 川 市 内 に 住 む 親 子 42 人 が 参 加 し ま

し た 。 こ の う ち ３ 分 の １ の 親 子 が 初 参

　 ６ 月 ２ 日 、 農 村

環 境 改 善 セ ン タ ー

で 東 川 町 交 通 安 全

協 会 （ 藤 田 裕 三 会

長 ） 主 催 の 交 通 安

全 町 民 大 会 を 開 き

ま し た 。

　 町 内 の 行 政 区 、

事 業 所 、 高 齢 者 団

体 、 交 通 安 全 指 導 員 の 皆 さ ん 約 ３ ０ ０

人 が 出 席 し ま し た 。

　 藤 田 会 長 は 「 全 国 の 死 亡 事 故 は 、 昭

和 45 年 の ピ ー ク 時 に 比 べ て ４ 分 の １ に

減 っ て い る が 、 事 故 は １ 年 間 に 40 万 件

も 発 生 し 、 10 パ ー セ ン ト し か 減 っ て い

な い 」 と 交 通 事 故 撲 滅 を 呼 び か け ま し

た 。

　 岡 誠 二 旭 川 東

警 察 署 地 域 交 通

官 は 「 多 く の 観

光 客 が 来 る の で 、

特 に 子 ど も と 高

齢 者 の 事 故 防 止

を 優 先 し て 交 通

事 故 抑 止 活 動 を

展 開 し た い 」 と 話 し 、 村 中 俊 治 同 署 交

通 第 １ 課 長 は 「 高 齢 者 の 死 亡 事 故 の ７

割 は 、 自 宅 か ら ５ ０ ０ メ ー ト ル 以 内 。

い つ も の 場 所 、 い つ も の 時 間 、 い つ も

の 道 で 死 亡 事 故 が 起 き て い る 」 と 警 告

し ま し た 。

事 故 ゼ ロ 目 指 し て 交 通 安 全 町 民 大 会事 故 ゼ ロ 目 指 し て 交 通 安 全 町 民 大 会

好 天 で 苗 販 売 も 絶 好 調 、 く ら し 楽 し く フ ェ ス好 天 で 苗 販 売 も 絶 好 調 、 く ら し 楽 し く フ ェ ス

東 南 ア ジ ア か ら 映 像 コ ン テ ン ツ 視 察 ツ ア ー東 南 ア ジ ア か ら 映 像 コ ン テ ン ツ 視 察 ツ ア ー

西 陵 中 学 生 徒 が 写 真 の 撮 影 研 修西 陵 中 学 生 徒 が 写 真 の 撮 影 研 修

　 ６ 月 17 日 開 か れ た ホ ク レ

ン 農 業 協 同 組 合 連 合 会 （ 札

幌 ） の 総 会 で 任 期 満 了 に 伴

う 役 員 改 選 が 行 わ れ 、 板 谷

重 徳 東 川 町 農 協 組 合 長 が ３

人 の 代 表 理 事 副 会 長 （ １ 期

は ３ 年 ） に 互 選 、 同 日 付 け で 就 任 し ま

し た 。 板 谷 氏 は 同 人 事 に 伴 っ て 、 同 月

20 日 開 い た 東 川 町 農 協 理 事 会 で 代 表 理

事 組 合 長 を 退 き 、 同 農 協 会 長 理 事 （ 非

常 勤 ） に 就 任 し ま し た 。

　 本 町 農 協 理 事 が 道 内 農 業 関 係 団 体 の

経 済 ５ 連 代 表 理 事 に 就 任 す る の は 初 め

て 。 米 穀 担 当 理 事 と し て 地 域 団 体 商 標

「 東 川 米 」 ブ ラ ン ド を 育 て た 手 腕 が 期

待 さ れ て い ま す 。 （ 関 連 記 事 25 ㌻ ）

　 「 ホ ク レ ン は 消 費 者 に ど う 伝 え て い

く の か 、 と い う 部 分 が 今 ま で 動 い て い

な い と こ ろ が あ っ た 。 東 川 に 『 東 川 米 』

ブ ラ ン ド が あ る よ う に 、 ホ ク レ ン も

『 北 海 道 米 』 と い う 地 域 団 体 商 標 を 持

っ て い る が 、 あ ま り 使 っ て い な か っ た

み た い だ ね 。 そ し て 、 今 ま で は 海 外 か

ら 肥 料 な ど を 買 う 立 場 だ っ た け れ ど 、

こ れ か ら は 売 る 側 と し て 外 国 に し っ か

り と 目 を 向 け て い か な け れ ば な ら な い 」

と 抱 負 を 話 し ま し た 。

　 「 困 っ て い る の は 誰 ？ と い う と 、 生

産 現 場 の 組 合 員 な ん だ 、

と い う こ と を 伝 え て い か

な け れ ば だ め な ん だ よ ね 。

今 は バ ブ ル 20 年 の 時 代 に

変 わ ら な か っ た も の が 、

一 気 に 社 会 変 革 の 時 代 に

入 っ て い る 。 近 代 史 の 中 で ３ 度 目 の 社

会 変 革 が 起 き て い る 時 だ と 思 う 」 と 気

を 引 き 締 め ま し た 。

　 今 後 は ホ ク レ ン 常 勤 と な る た め 、 妻

典 子 さ ん （ 67 ） と 札 幌 で ２ 人 暮 ら し 。

　 板 谷 重 徳 さ ん ＝ 旭 川 市 出 身 、 67 歳 。 東 川 町 農

業 協 同 組 合 代 表 理 事 組 合 長 。 ㈱ 東 川 農 業 振 興 公

社 代 表 取 締 役 。 北 海 道 信 用 農 業 協 同 組 合 連 合 会

経 営 管 理 委 員 、 北 海 道 厚 生 農 業 組 合 連 合 会 理 事 、

上 川 生 産 農 業 協 同 組 合 連 合 会 理 事 を 歴 任 。

　 ほ う れ ん 草 、 小 松 菜 な ど 産 地 直 売 の

新 鮮 野 菜 、 手 作 り み そ が 売 り 切 れ 続 出

し て い ま し た 。

　 子 育 て お 母 さ ん に と っ て リ サ イ ク ル

市 で 掘 り 出 し 物 を 見 つ け る こ と は 欠 か

せ ま せ ん 。 子 供 用 洋 服 、 お も ち ゃ 、 雑

貨 の リ サ イ ク ル 品 も 例 年 の に ぎ わ い を

見 せ ま し た 。

　 お な じ み に な っ た 新 芸 能 集 団 、 乱 拍

子 （ 札 幌 ） に 加 え て 、 今 年 は 東 神 楽 町

か ら ひ ょ っ と こ 踊 り 愛 好 会 の 皆 さ ん が

登 場 。 会 場 の に ぎ わ い を 盛 り 上 げ て い

ま し た 。　 ５ 月 24 、 25 の 両 日 、 キ ト ウ シ 森 林 公

園 で 第 56 回 く ら し 楽 し く フ ェ ス テ ィ バ

ル が 開 か れ ま し た 。

　 春 は ヤ マ ブ キ 、 ウ ド 、 ワ ラ ビ な ど 旬

の 山 菜 、 家 庭 菜 園 作 り に 欠 か せ な い ト

マ ト 、 キ ュ ウ リ 、 ピ ー マ ン 、 唐 辛 子 な

ど 野 菜 の 苗 木 販 売 が 例 年 大 人 気 。 ８ 種

類 13 品 種 の 苗 は 、 朝 一 番 か ら 次 々 と 買

い 求 め る 客 が 訪 れ 、 午 前 中 で 売 り 切 れ

て し ま う ほ ど 。

　 ６ 月 ４ 日 、 札 幌 市 立 西

陵 中 学 校 （ 三 浦 正 志 校 長 、

４ ３ ５ 人 ） の ２ 年 生 １ ４

４ 人 が 宿 泊 学 習 で 町 内 を

訪 れ 、 市 街 地 と キ ト ウ シ

森 林 公 園 で 写 真 撮 影 の 学

習 研 修 を し ま し た 。

　 札 幌 市 内 の 中 学 校 が 写

真 撮 影 の 研 修 旅 行 に 訪 れ

る の は 、 昨 年 に 続 い て ２ 校 目 。 札 幌 市

立 西 陵 中 学 校 ２ 年 生 が ２ グ ル ー プ に 分

か れ 、 フ ィ ル ム 付 き レ ン ズ の 簡 易 カ メ

ラ を 手 に 、 １ 泊 ２ 日 で 町 内 を 撮 影 し て

回 り ま し た 。

　 研 修 旅 行 の 前 、 役 場 写 真 の 町 課 ス タ

42 人 の 親 子 が コ ー プ の 森 で ５ 年 目 の 植 樹42 人 の 親 子 が コ ー プ の 森 で ５ 年 目 の 植 樹

板 谷 前 組 合 長 、 ホ ク レ ン 副 会 長 〜 樽 井 新 組 合 長 へ板 谷 前 組 合 長 、 ホ ク レ ン 副 会 長 〜 樽 井 新 組 合 長 へ

ッ フ が 学 校 に 出 向 い て 出 前

学 習 を 行 い ま し た 。

　 事 前 に 学 ん だ 撮 影 テ ク ニ

ッ ク を 思 い 出 し な が ら 、 市

街 地 で は 役 場 、 道 草 館 、 商

店 街 を め ぐ り 、 街 並 み 風 景

を 切 り 撮 り ま し た 。 キ ト ウ

シ 森 林 公 園 で は 、 自 然 の 中

の 広 い 風 景 ば か り で な く 、

タ ン ポ ポ の 綿 毛 、 木 の 幹 の 木 肌 の 模 様 、

道 端 の 小 さ な シ ロ ツ メ ク サ の 葉 な ど 、

普 段 目 に 留 ま ら な い よ う な 小 さ な 光 景

に も 関 心 を 向 け て い ま し た 。

　 作 品 は ひ が し か わ 大 写 真 展 に 応 募 を

予 定 し て い ま す 。

雲
に
け
む
る
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、

旭
岳
姿
見
付
近
を
散
策

万
一
に
備
え
て
AE
Dの
使
い
方
講
習
も

（
交
通
安
全
町
民
大
会
）

8
9

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 Ju
ly

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 Ju
ly



H
IG

A
S
H

IK
A
W

A
 T

O
W

N
 N

E
W

S

ま
ち
・
タ
ウ
ン

山
の
祭
り
で
夏
山
シ
ー
ズ
ン
開
幕

山
の
祭
り
で
夏
山
シ
ー
ズ
ン
開
幕

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
ズ
、今
年
も
来
町

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
ズ
、今
年
も
来
町

　

６
月
４
、
５
の
両
日
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
町
教
育

委
員
会
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育

研
究
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

国
家
教
育
委
員
会
教
育
参
事

官
の
コ
イ
ブ
ラ
・
ピ
リ
ヨ
さ
ん
、

学
習
指
導
セ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
オ

ヤ
・
シ
ル
バ
さ
ん
２
人
を
招
い

て
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
個
人
の
資
質
と
能
力

を
伸
ば
す
た
め
に
教
育
が
あ
り
、
大
学
卒
業

ま
で
無
料
、
住
宅
手
当
、
生
活
支
援
金
も
出

し
て
一
人
暮
ら
し
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
リ
ヨ
さ
ん
は
「
塾
の
必
要
は
な
い
。
落

ち
こ
ぼ
れ
、
学
習
困
難
に
な
る
前
の
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
特
別
支
援
を
行
い
、
保
護
者
が
望

む
ほ
ど
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
（
日
本

の
特
別
支
援
教
育
と
は
別
意
）
」
「
人
生
で

ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
な
い
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
必
要
」
な
ど
と
教
育
す
る
こ
と
へ
の
基
本

的
考
え
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

「
現
在
10
年
ご
と
に
改
定
す
る
全
国
コ
ア

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
。
知
識
を

覚
え
る
の
で
は
な
く
、
20
年
後
、
30
年
後
に

ど
の
よ
う
な
技
術
と
知
識
が
必
要
か
が
分
か

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
学
ぶ
こ
と
。
だ
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
利
用

す
る
Ｅ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
選

択
肢
に
入
っ
て
い
る
」
な
ど

と
今
後
の
国
の
長
期
教
育
指

針
の
方
向
性
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

オ
ヤ
さ
ん
は
、
生
き
る
た

め
に
多
言
語
は
当
た
り
前
と

話
し
、
「
読
む
こ
と
は
と
て

も
大
切
。
親
は
子
供
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
読

み
聞
か
せ
の
練
習
を
す
る
。
メ
デ
ィ
ア
も
含

め
て
、
多
言
語
を
理
解
す
る
マ
ル
チ
リ
テ
ラ

シ
ー
能
力
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
テ
レ
ビ

で
は
一
切
吹
き
替
え
を
し
な
い
」
と
教
育
の

原
点
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

ア
イ
ヌ
の
一
行
約
20
人
と
観
光
客
が
た
い
ま

つ
を
手
に
し
て
会
場
入
り
。
大
か
が
り
火
に

火
を
着
け
る
と
、
祭
り
は
最
高
潮
。
地
元
ア

イ
ヌ
が
山
の
神
に
祈
り
を
さ
さ
げ
、
酋
長
の

弓
の
舞
い
、
女
性
た
ち
の
踊
り
を
山
の
神
に

奉
げ
て
今
年
の
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

温
泉
街
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
宿
泊
客
に
加

え
て
、
町
内
で
日
本
語
研
修
を
受
け
て
い
る

台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ヨ
ル

ダ
ン
か
ら
の
研
修
生
、
ラ
ト
ビ
ア
か
ら
の
交

換
交
流
高
校
生
も
会
場
を
訪
れ
国
際
色
豊
か

に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
、
旭
岳
温
泉
街
（
標
高
千
１
０

０
㍍
）
で
第
56
回
旭
岳
山
の
祭
り
が
開
か
れ
、

今
季
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

祭
り
に
先
立
っ
て
、
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

山
麓
駅
で
関
係
者
約
80
人
が
出
席
し
て
夏
山

の
安
全
を
願
う
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
行
事
は
、
青
少
年
野
営
場
で
開
い

た
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
チ
カ
ッ
プ
ニ
ア
イ
ヌ

伝
統
の
ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
の
儀
式
。

　

５
月
30
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
、
東
川
中
学

校
吹
奏
楽
部
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ジ
ャ
ズ
・
エ
キ
ス
プ
レ

ス
ウ
ェ
イ
と
の
「
エ
ル
・
ク

ン
パ
ロ
チ
ェ
ロ
」
共
演
が
今

年
も
実
現
し
ま
し
た
。
同
日

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ラ
ト
ビ

ア
か
ら
来
日
し
て
い
る
町
国

際
交
流
員
の
ウ
ナ
・
ヴ
ォ
ル

コ
バ
さ
ん
も
出
演
。
美
し
い
歌
声
で
会
場
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ク

イ
ー
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ
音
楽
学
部
で
指
導
し
て

い
る
教
授
メ
ン
バ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ユ

ニ
ッ
ト
。
マ
イ
ク
・
モ
ス
マ
ン
（
tp
）
、

生
き
る
能
力
学
ぶ
フィン
ラ
ン
ド
教
育
の
研
究
会

生
き
る
能
力
学
ぶ
フィン
ラ
ン
ド
教
育
の
研
究
会

ジ
ェ
ブ
・
パ
ッ
ト
ン
（
p
）
、

青
森
善
雄
（
b
）
、
ジ
ー
ン
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
（
ds
）
に
、
新
進

気
鋭
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
で
ハ
リ

ウ
ッ
ド
で
活
躍
し
て
い
る
息
子

の
青
森
英
明
さ
ん
（
as
、
ss
）

が
加
わ
っ
た
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
が

昨
年
に
続
い
て
来
町
し
て
く
れ

ま
し
た
。
英
明
さ
ん
が
10
代
の

時
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ハ
ナ
さ
ん

と
一
緒
に
親
子
で
来
町
し
、
ト
リ
オ
演
奏
し

て
以
来
の
東
川
共
演
が
再
び
実
現
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
ア
ー
リ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
・
ア
ル

フ
ァ
（
青
森
宏
悦
社
長
）
で
も
２
年
目
の
特

別
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
迫
力
の
サ

ウ
ン
ド
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

公費（税金50％）
（国25%、道12.5%、広域連合12.5%）

第１号被保険者の保険料
（21％）

第２号被保険者の保険料
（29％）

所 得 割（ % ） 6.7（6.7） 2.1（2.1） 1.6（1.6）

資 産 割（ % ） 20.0（20.0） 8.0（8.0） 4.3（4.3）

均 等 割（ 円 ）
（１人当たり） 22,000（22,000） 7,000（7,000） 7,000（7,000）

2,100

3,500

5,600

平 等 割（ 円 ）
（ 世 帯当たり） 38,000（38,000） 10,800（10,800） 9,800（9,800）

2,940

4,900

7,840

140,000

医　療　分 支援金分　（※１） 介護分　（※２）

7割軽減後の額 6,600（6,600） 2,100（2,100） （2,100）
（※3） 5割軽減後の額 11,000（11,000） 3,500（3,500） （3,500）

2割軽減後の額 17,600（17,600） 5,600（5,600） （5,600）

7割軽減後の額 11,400（11,400） 3,240（3,240） （2,940）
（※3） 5割軽減後の額 19,000（19,000） 5,400（5,400） （4,900）

2割軽減後の額 30,400（30,400） 8,640（8,640） （7,840）

510,000（510,000）賦課限度額（円） 160,000（140,000） （120,000）

　このほど開かれた大雪地区広域連合議会で26年度国民健康保険料率が決まりました。保険財政の状
況等をもとに十分に検討した結果、前年度と同じ保険料率に決定しました。加入者の皆さまが安心して
医療を受けることができる事業運営のため、これまで同様ご理解ご協力をお願いします。

１．国民健康保険料率
２6年度国民健康保険料率表
　保険料を算出する場合の保険料率は次のとおりです。

※１　支援金分とは、74歳以下の人が納める、後期高齢者医療制度に必要な総医療費の一部を負担する『後期高齢者
　　　支援金』です。
※２　介護分とは、40歳～64歳の人（介護保険の第２号被保険者）が納める介護保険料相当分です。
※３　前年所得が一定の基準額に満たない世帯は、均等割と平等割について軽減が適用されます。

２．介護保険料
　介護保険制度は、住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮すことができるように、また介護が必要に
なっても安心して生活が送ることができるように、40歳以上のすべての人が保険料を出し合ってお互
いに支えあう制度です。費用の財源は、第１号被保険者（65歳以上）と第２号被保険者（40歳以上65
歳未満の方）が納める保険料と公費（税金）でまかなわれています。
　保険料は、３年ごとに見直されている介護保険事業計画で見込まれる大雪地区広域全体の介護サービ
ス量（費用）に基づいて計算します。
　平成24年度から同26年度まで３年間の保険料の基準額（年額）は、61,200円（月額5,100円）とな
り、その負担割合は次のとおりです。

大雪地区広域連合の介護サービスにかかる費用全体（100％）

（　）は前年度

国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料の改定
国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料の改定
国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料の改定
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大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、「
前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入

額
」合
計
が
80
万
円
を
超
え
12
0万
円
以
下
の
方

住
民
税
課
税
世
帯
で
本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
り「
前
年
の
合

計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入
額
」の
合
計
額
が
80
万
円
を
超
え
る
方

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、「
前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入

額
」の
合
計
額
が
12
0万
円
を
超
え
る
方

生
活
保
護
の
受
給
者
、老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
で
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、「
前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入

額
」の
合
計
額
が
80
万
円
以
下
の
方

住
民
税
課
税
世
帯
で
本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
り
、「
前
年
の
合

計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入
額
」の
合
計
額
が
80
万
円
以
下
の
方

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
19
0万
円
未
満

の
方

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
60
0万
円
以
上

の
方

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
19
0万
円
以
上

40
0万
円
未
満
の
方

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
40
0万
円
以
上

60
0万
円
未
満
の
方

対
　
象
　
者

第
３
段
階

第
６
段
階

（
基
準
）

第
４
段
階

第
１
段
階

第
２
段
階

第
５
段
階

第
７
段
階

第
10
段
階

第
８
段
階

第
９
段
階

保
険
料
区
分

基
準
額
×0
.7
0

基
準
額

基
準
額
×0
.7
5

基
準
額
×0
.4
6

基
準
額
×0
.4
6

基
準
額
×0
.8
8

基
準
額
×1
.2
5

基
準
額
×2
.0
0

基
準
額
×1
.5
0

基
準
額
×1
.7
5

算
定
方
法

42
,8
40

61
,2
00

45
,9
00

28
,1
50

28
,1
50

53
,8
50

76
,5
00

12
2,
40
0

91
,8
00

10
7,
10
0

保
険
料

（
24
～
26
年
度
、

年
額・
円
）

お
問
い
合
わ
せ
／
大
雪
地
区
広
域
連
合
国
民
健
康
保
険
対
策
室
、介
護
保
険
対
策
室
　
☎（
直
通
）8
2－
3
6
9
7

納
付
相
談
窓
口
／
役
場
税
務
課
税
務
収
納
室
　
　
☎
8
2－
2
1
1
1（
内
線
1
2
1
）

７
月
31
日
㈭

９
月
１
日
㈪

９
月
30
日
㈫

10
月
31
日
㈮

12
月
１
日
㈪

12
月
29
日
㈪

来
年
２
月
２
日
㈪

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

第
５
期

第
６
期

第
７
期

賦
課
限
度
額
（
円
）

２
割
軽
減
額〔
33
万
円
+4
5万
円
×世
帯
の
被
保
険
者
数
〕

５
割
軽
減
額〔
33
万
円
+2
4万
5千
円
×世
帯
の
被
保
険
者
数
〕

8.
5割
軽
減
額〔
33
万
円
〕

９
割
軽
減
額〔
33
万
円
か
つ
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入
80
万
円
以
下
で

他
の
所
得
が
な
い
〕

均
等
割（
円
）、〔
　
〕は
軽
減
基
準
所
得

所
得
割（
％
）

57
0,
00
0（
55
0,
00
0）

41
,1
77
（
38
,1
67
）

25
,7
36
（
23
,8
54
）

7,
72
0（
7,
15
6）

5,
14
7（
4,
77
0）

51
,4
72
（
47
,7
09
）

10
.5
2（
10
.6
1）

　
　
・
世
帯
単
位
で
算
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
世
帯
主
が
世
帯
員
の
分
も
負
担
し
ま
す
。

３
．
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
新
た
な
保
険
料
率
を
定
め
ま
し
た
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
が
支
払
う
保
険
料
は
、
２
年
ご
と
に
定
め
る
保
険
料
率
を
も
と
に
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
被
保

険
者
全
員
が
負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
の
合
計
額
で
す
。

　
26
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
お
よ
び
納
付
通
知
書
（
普
通
徴
収
）
、
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
　
26
、
27
両
年
度
の
新
し
い
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
表（
２６
、２
７
年
度
）

4
．
納
付
方
法
の
変
更

　
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
現
在
年
金
か
ら
支
払
い
（
特
別
徴
収
）
と
な
っ
て
い
る
方
、

ま
た
は
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
で
10
月
以
降
特
別
徴
収
と
な
る
方
は
、
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
10
月
以
降
の
特
別
徴
収
分
を
口
座
振
替
に
切
り
替
え
希
望
の
場
合
、
お
住
ま
い
の
役
場
の
国
保
担
当
窓
口
（
ま
た
は

収
納
担
当
窓
口
）
で
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
納
付
方
法
変
更
の
申
し
出
と
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▶
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
本
人
の
保
険
証
、
振
替
口
座
の
預
金
通
帳
、
通
帳
お
届
け
印

　
※
介
護
保
険
料
は
納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
期
限

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
の
国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
を
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

期
限
内
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
分
割
納
付
制
度
も
あ
り
ま
す
。
役
場
の
納
付
相
談

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6
5
歳
以
上
の
保
険
料（
第
１
号
被
保
険
者
）

▲
保
険
料
の
納
め
方

　
保
険
料
の
納
め
方
に
は
①
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
②
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
納
付
）

が
あ
り
ま
す
。

①
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
　
老
齢
、
退
職
に
伴
う
公
的
年
金
、
遺
族
、
障
害
に
伴
う
公
的
年
金
が
年
額
18
万
円
（
月
額
1万
５
千
円
）
以
上
の
方

　
は
、
２
カ
月
お
き
（
２
月
、
４
月
、
６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
）
に
受
け
取
る
年
金
か
ら
、
支
払
い
期
ご
と
に
２

　
カ
月
分
の
保
険
料
を
天
引
き
に
な
り
ま
す
（
老
齢
福
祉
年
金
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

②
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る
金
融
機
関
等
へ
の
納
付
）

　
　
普
通
徴
収
対
象
の
方
は
、
大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険
の
保
険
料
と
し
て
一
括
徴
収
し
て
い

　
　
ま
す
。
保
険
料
の
計
算
方
法
や
額
は
加
入
し
て
い
る
保
険
の
種
別
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
▶
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
場
合

　
　
・
給
料
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
・
本
人
と
事
業
主
が
半
分
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

　
　
・
被
扶
養
者
は
保
険
料
の
直
接
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
▶
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
場
合

　
　
・
所
得
、
資
産
等
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

―
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
据
え
置
き
―

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

保
険
料
の
納
期
限
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本 の ア ニ メ を 見 て 親 近 感 が あ っ た

か ら 。 「 ド ラ え も ん 、 ち び ま る 子

ち ゃ ん は 、 だ れ で も 知 っ て い ま

す 」 。

　 日 本 に 親 近 感 を 感 じ て き た だ け

に 、 も っ と 交 流 が 深 ま れ ば 、 と の

思 い が 日 に 日 に 強 ま っ て き て い る

よ う 。

　 「 大 雪 山 の 景 色 が す ご く き れ い 。

旅 行 は お 互 い の 経 済 の た め に な る

の で 、 中 国 の 人 々 に 紹 介 し た い 」 。

　 中 国 で は 、 毎 年 各 地 で 貿 易 商 談

会 が 開 か れ て い る そ う で す 。 「 中

国 人 が 旅 行 す る 時 は 、 許 可 を 取 る

必 要 が あ り 、 団 体 で な け れ

ば い け ま せ ん 。 東 川 町 に 来

る 中 国 人 を も っ と 増 や す た

め に は 、 仲 介 業 者 や 旅 行 会

社 が 必 要 。 中 国 に 出 掛 け て

行 っ て 商 談 会 に 参 加 す れ ば

い い と 思 い ま す 」 。

　 来 町 し て 最 初 に 思 っ た の

は 「 お 米 が お い し い 」 こ と 。

「 黒 竜 江 省 の お 米 は お い し

い と い わ れ て い て 、 中 で も

五 常 市 の お 米 が 一 番 有 名 だ

け れ ど 、 東 川 の お 米 の ほ う

が す ご く お い し い 。 外 国 、

　 ２ 年 前 、 東 京 で 開 催 さ れ た 学 術

会 議 で 来 日 。 そ れ が き っ か け で

「 日 本 と 日 本 文 化 を も っ と 知 り た

い 」 と い う 思 い が 強 く な っ た そ う

で す 。 町 の 国 際 交 流 員 と し て 勤 務

を 始 め て 早 や ２ カ 月 。 町 に も ず い

ぶ ん 慣 れ て き ま し た 。

　 中 国 の 大 学 受 験 は 、 共 通 試 験 の

点 数 を 自 己 採 点 し て 、 第 １ 志 望 、

第 ２ 志 望 の 希 望 大 学 を 決 め る の だ

そ う で す 。 第 ２ 志 望 が 日 本 語 学 科

で し た 。

　 日 本 語 学 科 を 選 択 し た 理 由 は 、

小 さ い と き か ら い つ も テ レ ビ で 日

　 「 で も み ん な 都 会 に 行 く こ と し

か 考 え て い ま せ ん 。 東 川 は 都 会 で

は な い け れ ど 、 日 本 の 伝 統 的 な 生

活 、 文 化 に 触 れ る こ と が で き る し 、

日 本 語 を 学 び に 来 て い る 外 国 人 も

た く さ ん い る の で 交 流 も で き る 。

国 に 帰 っ て 、 東 川 の 良 さ を 広 め て

く れ れ ば 、 も っ と 深 い 交 流 が 広 が

り ま す 」 。

　 「 ハ ル ビ ン は 旭 川 市 と 友 好 都 市

提 携 を し て い て 、 大 学 生 も 留 学 し

て き て い ま す 。 で も 東 川 に は ま だ

民 間 の 交 流 団 体 が あ り ま せ ん 。 中

国 と は 人 の 交 流 が 始 ま っ て ま だ ２

年 目 な の で 、 こ れ か ら で す ね 」 。

中 国 に 輸 出 し た 方 が 良 い と 思 い ま

す 」 。

◇

　 中 国 で は 日 本 に 留 学 し た い と 思

っ て い る 若 者 が い っ ぱ い い る よ う

で す 。

今 、 生 き 生 き と

　 来 日 早 々 に 札 幌 、

洞 爺 、 登 別 、 小 樽 観

光 を し 、 北 海 ソ ー ラ

ン 祭 り の 練 習 見 物 も

楽 し み ま し た 。 「 北

大 祭 と 踊 り の 練 習 を

見 て 、 と て も 元 気 を

も ら っ た 感 じ 。 若 い

人 の 交 流 、 学 生 同 士

の 交 流 は す ご く 大 事

だ し 、 お 互 い を 理 解

で き れ ば こ れ か ら の

交 流 が う ま く で き ま

す 」 と 東 川 と 中 国 と

の 相 互 交 流 の パ イ プ

役 を ― と 願 っ て い ま

す 。

7777 東 川 町 国 際 交 流 員 　 魯 　 丹 （ ロ ・ タ ン ） さ ん

魯
　
丹
（
ロ
・
タ
ン
）
さ
ん

　
中
国
・
黒
竜
江
省
チ
チ
ハ
ル
市
出
身
、
30
歳
。
東

川
町
国
際
交
流
員
。
黒
竜
江
大
学
大
学
院
修
士
課
程
卒
、

文
学
修
士
。
中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
社
会
科
学
院
助
理
研
究

員
（
大
学
講
師
に
相
当
）
。
（
財
）
自
治
体
国
際
化
協

会
（
通
称
Ｊ
Ｅ
Ｔ
、
東
京
）
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
語
学
教
育
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
）
で
来
日
。

今
年
３
月
ま
で
１
年
間
、
東
川
町
国
際
交
流
員
と
し
て

役
場
に
在
籍
し
た
王
雪
（
ワ
ン
・
シ
ュ
エ
）
さ
ん
（
中

国
・
上
海
市
）
に
代
わ
っ
て
、
１
年
間
の
予
定
で
６
月

か
ら
東
川
町
国
際
交
流
員
。
勤
務
は
役
場
地
域
活
性
課
。

役 場 行 事 の お 手 伝 い も す っ か り 慣 れ ま し た

（ ６ 月 ４ 日 、 フ ィ ン ラ ン ド 教 育 研 究 大 会 の 会 場 で ）

旭
岳
に
も
初
登
山
し
ま
し
た
（
ラ
ト
ビ
ア
か
ら
来
て
い
る
高
校
生
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
来
町
し
て
日
本
語
研
修
中
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
６
月
21
日
）

黒
竜
江
大
学
修
士
課
程
の
学
友
と
（
2
0
1
0
年
６
月
）
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貸し出し図書
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文化交流館
☎82－4245

板
谷
重
徳
氏
の
ホ
ク
レ
ン
副
会
長
就
任
を
祝
う

　

東
川
町
は
開
拓
以
来
１
２
０
年
と
い
う
節
目

の
年
を
迎
え
て
い
る
が
、
こ
の
お
め
で
た
い
年

に
慶
事
が
重
な
っ
た
。
そ
れ
は
J
A
ひ
が
し
か

わ
の
板
谷
重
徳
前
組
合
長
が
ホ
ク
レ
ン
の
副
会

長
に
就
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

１
２
０
年
の
歴
史
の
中
で
、
町
民
が
北
海
道

を
カ
バ
ー
す
る
大
き
な
団
体
な
ど
の
常
勤
役
員

に
就
任
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
要
職
就
任
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、
北
海
道
の
稲
作
農
業
を
、
未
来
に
向
か
っ

て
夢
と
希
望
に
満
ち
た
誇
り
の
も
て
る
産
業
と

し
て
一
層
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
苦
労
を
し
な
が
ら

情
熱
を
持
っ
て
立
身
出
世
、
夢
を
実
現
さ
せ
て

成
功
し
た
人
を
指
し
て
、
よ
く
ア
メ
リ
カ
ン
ド

リ
ー
ム
と
呼
ぶ
。
「
奴
隷
解
放
の
父
」
と
い
わ

れ
る
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
は
そ
の
代
表
格
で
あ

る
。
苦
し
い
生
活
の
中
か
ら
苦
難
を
乗
り
越
え
、

反
奴
隷
制
を
掲
げ
て
大
統
領
に
就
任
し
た
。
徳

を
備
え
た
人
物
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
昭
和
30
年
代
、
テ
レ
ビ
の
普
及
に

よ
っ
て
プ
ロ
野
球
選
手
、
長
嶋
茂
雄
の
活
躍
が

放
映
さ
れ
、
彼
は
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
に
な
っ
て

い
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
型
ド
リ
ー
ム
の
一
つ
で

あ
る
と
思
う
。　
　

　

東
川
町
の
板
谷
氏
も
ア
メ
リ
カ
流
に
言
え
ば

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
、
日
本
流
に
言
え
ば

「
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
（
農
業
者
）
」
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
同
40
年
代
は
、
戦
後

の
米
増
産
農
業
が
生
産
抑
制
の
一
大
転
換
期
を

迎
え
た
時
代
で
あ
る
。
親
か
ら
農
地
を
分
け
て

も
ら
っ
て
独
立
す
る
、
と
い
う
い
わ
ゆ
る
分
家

制
の
終
わ
り
の
こ
ろ
で
も
あ
る
。
両
親
は
１
９

６
４
（
昭
和
39
）
年
、
旭
川
市
旭
神
町
か
ら
東

川
町
へ
移
住
し
て
農
業
を
経
営
し
た
。

　

板
谷
氏
は
「
昭
和
44
年
の
結
婚
の
時
に
親
か

ら
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル 

の
水
田
と
家
を
建
て
て

も
ら
っ
て
分
家
し
た
」
と
言
う
。
東
川
で
は
最

後
の
分
家
農
業
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
。
激
変
す
る
農
業
情
勢

の
中
で
、
経
営
面
積
は
40
倍
、
北
海
道
を
先
導

す
る
農
業
者
と
な
っ
た
が
、
よ
く
「
妻
や
家
族
、

地
域
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
仲
間
に
支
え

ら
れ
た
」
と
話
す
。
今
は
息
子
さ
ん
ご
夫
妻
が

後
を
継
い
で
い
る
。
旧
態
依
然
と
し
た
協
同
活

動
に
一
時
反
旗
を
翻
し
、
生
産
し
た
お
米
を
一

俵
も
農
協
へ
出
荷
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
反
骨
精
神
も
強
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま

で
培
っ
て
き
た
「
思
い
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
」
を
実

現
す
る
立
場
と
な
る
。
牛
歩
精
神
で
実
現
に
向

け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
期
待
し
て
止

ま
な
い
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞  
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

ラモーゼ　プリンス・イン・エグザイル　上下巻（児童書）
キャロル・ウィルキンソン：著　くもん出版：刊

　王子ラモーゼは、父王の後
妻である現王妃一派の陰謀に
よって暗殺されかける。宮殿
を脱出したラモーゼは書記の
弟子として密かに生き延び、
父王の後継者として宮殿に戻
る機会をうかがうのだった。
彼は、果たしてファラオの後
継者として宮殿に戻ることが
できるのか!？　古代エジプ
トを舞台にしたアドベン
チャー・ロマン。

ブルーノのしあわせガイド（DVD 映画）
オデッサ・エンタテイメント：発売

　ローマの街でゴーストライター
の仕事をしながら、その合間に補
習塾をしているブルーノ。ある日、
補習塾に来ている15歳の少年
ルカの母親が、仕事で海外に行
く間ルカと同居してほしい、と頼
んでくる。ブルーノとルカの母親
は、実は15年前に一晩だけ過ご
した仲で、ルカはその時の子供だ
った。年齢も生きてきた環境も違
う二人の触れ合いと成長を描く
じんわり温かい物語。（95分）

憂いなき街（一般書）
佐々木譲：著　角川春樹事務所：刊

　「サッポロ・シティ・ジャズ」でにぎ
わい始めた札幌。機動捜査隊の
津久井卓は、市内で起きた強盗事
件を追っていた。当番明けの夜、立
ち寄ったバーで出会ったピアニスト
の安西奈津美と急速に仲を深め
る。そんな時、中島公園近くの池で
女性の死体が見つかった。捜査を
進める津久井は、奈津美による犯
行ではないかという疑惑を深めて
いく。刑事課の佐伯宏一警部補ら
に助けを求め、裏捜査を始める。

松
岡
市
郎

板
谷
重
徳
氏
の
ホ
ク
レ
ン
副
会
長
就
任
を
祝
う
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大雪山の素顔
夏から秋の入り口へ
　７月は、高山植物の花が一番多くみられる月
です。
　例年、姿見の花は上・中旬、裾合の花は下旬
にだいたいピーク、とお伝えしています。しか
し、今年は６月初旬の猛暑で雪融けが一気に進
んでしまいました。エルニーニョ現象で寒い夏
が予想されてはいますが、それでも今年のチン
グルマの開花は１～２週間前倒しになりそうな
勢いです。
　「裾合平の『花畑』のベストを見たい」とい
うなら、７月中に何度か足を運んでもみるのが
ベストでしょう。しかし１回だけなら下旬より
中旬ごろに賭けたほうが有利だと思います。
　チングルマの花は、７月末ではあらかた終わ
り、ヨツバシオガマやミヤマサワアザミの花が
ところどころに揺れる『野原』になっていそう
な予感がするからです。
　高山帯では、６月から９月の間に慌ただしく
「春～夏～秋」が過ぎていきます。７月の末は、

一日の長さが月初めより約30分間短くなります
が、高山の生き物にとっては「たった30分」で
はないようです。月末に咲く花は青いリンドウ
や黄色のキクの仲間が中心となり、野鳥の声も
違います。早くも初秋の情緒が漂い始めます。

　

山
三
昧
を
続
け
る
札
幌
在
住
、
高
澤
光

雄
さ
ん
の
山
へ
の
思
い
を
書
き
つ
づ
る
ス

ピ
ー
ド
は
、
２
年
前
に
傘
寿
を
過
ぎ
て
か

ら
い
よ
い
よ
加
速
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

近
々
で
は
「
山
の
本
」
（
２
０
１
４
夏

号
）
に
「
下
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
へ
」
、

「
山
書
月
報
」
（
２
０
１
４
年
３
月
号
）

に
「
日
本
山
書
に
入
会
―
そ
れ
か
ら
四
十

七
年
を
回
顧
し
て
」

を
寄
稿
し
て
い
ま

す
。

　

北
海
道
の
登
山

史
を
徹
底
的
に
調

べ
て
書
き
残
す
と

い
う
こ
の
分
野
で

第
一
人
者
と
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、

俳
句
、
絵
心
に
も

優
れ
、
十
数
年
、

俳
誌
「
道
」
に
随

想
「
山
旅
句
」
の
健
筆
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。

　

「
愉
し
き
山
旅
」
（
北
海
道
出
版
企
画

セ
ン
タ
ー
刊
）
の
中
に
「
初
め
て
の
大
雪

山
」
が
あ
り
ま
す
。
高
澤
さ
ん
が
高
校
３

年
の
夏
休
み
前
に
、
仲
間
６
人
で
大
雪
山

に
挑
ん
だ
記
録
で
す
。

　

バ
ス
の
終
点
、
東
神
楽
町
志
比
内
か
ら

松
山
温
泉
（
天
人
峡
温
泉
）
に
向
か
っ
て

五
里
（
約
20
㌔
㍍
）
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
き
出

す
と
土
砂
降
り
に
遭
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
の
下
に
逃
げ
込
ん
で
野
営
と
な
り
ま
す
。

「
真
夜
中
、
ド
ス
ン
、
ゴ
ー
、
と
不
気
味

な
音
で
目
を
覚
ま
す
。
驚
い
た
こ
と
に
川

は
増
水
、
濁
流
が
天
幕
の
す
ぐ
脇
を
流
れ

て
い
る
」
「
水
嵩
（
か
さ
）
は
み
る
み
る

増
え
、
伐
採
さ
れ
た
丸
太
が
、
ド
ス
ン
、

ド
ス
ン
と
岩
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
勢
い
よ

く
流
れ
て
く
る
」
。

　

命
か
ら
が
ら
松
山
温
泉
に
着
き
、
事
の

次
第
を
話
し
て
温
泉
に
入
れ
て
も
ら
い
、

朝
食
ま
で
ご
馳
走
に
な
り
ま
す
。
「
学
生

は
こ
れ
か
ら
金

が
必
要
に
な
る
」

と
い
っ
て
、
宿

の
主
人
、
佐
藤

門
治
さ
ん
は
お

金
を
受
け
取
り

ま
せ
ん
。

　

勇
駒
別
で
は

道
に
迷
っ
て
白

雲
荘
管
理
人
、

工
藤
虎
男
さ
ん

の
世
話
に
な
り
、

悪
天
候
下
の
黒
岳
縦
走
で
は
、
旭
川
東
高

校
生
を
引
率
し
て
い
た
速
水
潔
さ
ん
に
遭

難
寸
前
に
助
け
ら
れ
ま
す
。

　

高
澤
さ
ん
は
、
登
山
を
始
め
て
間
も
な

い
こ
ろ
に
助
け
ら
れ
た
恩
返
し
を
し
た
い
、

と
東
川
町
に
山
関
係
の
文
献
や
昔
の
大
雪

山
絵
葉
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
貴
重
な

資
料
を
山
ほ
ど
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
「
大
雪
山
讃
歌
」
を
執
筆
中
で

す
。

町
史
編
集
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

恩
人
と
出
会
っ
た
「
初
め
て
の
大
雪
山
」

旭岳ビジターセンター 菊地 基

白
一
面
に
咲
き
誇
る
チ
ン
グ
ル
マ
の
花
畑

代表的な著書「愉しき山旅」「北海道の登山
史探究」「山旅句」と、膨大な執筆をまとめた
「高澤光雄著作選集」

17 Higashikawa  2014  July



A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.33
Farewell Pt. 2: !e Little !ings   Stacey Fujikawa 

!ere is a saying that it is “the little things that matter the most.” !ere are many 
things I will miss（※） in Higashikawa such as the beautiful scenery, as well as the 
many school and town events I have attended the past three years. But those are 
pretty big things. I think that I will miss the small everyday moments that have con-
nected me to the town and to people in Higashikawa the most.

Moments such as: Chatting with students in the hallways and around town. Sharing 
meals with my Higashikawa parents. Talking with a few of the moms living on my 
street while their kids play outside. Sharing a laugh with the cashier at the supermar-
ket. Surprising the kind woman who helps with recycling with a mu"n on Saturday 
morning. Coming home to a care package of fresh vegetables or baked goods from 
my Higashikawa parents. Having an itsumo at a restaurant. Discovering a new road. 
Getting lost while exploring and #nding my way home. Taking countless photos of 
Asahidake every year, during every season. Cycling along the Chubetsu River more 
times than I can count. Discussing the weather with coworkers as a few of us look 
out at the blizzard, rain or whatever is happening at that moment. Realizing how 
much my Japanese has improved on my way home one evening after dinner with my 
Higashikawa parents. 

第109回

Trust me!
　先日、中学校でソチ五輪スノーボード女子パラレル大回転
競技の銀メダリスト、竹内智香さんの講演会が行われました。
夢をかなえるのに18年、というお話に感動しました。
　２００７（平成19）年、竹内さんは紆余（うよ）曲折を経てスイ
スチームに参加するのですが、１年目は英語を話していたそう
です。しかし２年目に「このチームでトレーニングを続けるな
らドイツ語を話すように」と求められたそうです。
　彼女は一生懸命チームメイトと会話し、家に帰っていっぱい

単語を調べたとか。「やるしかない」状況に置かれたことも良
かったのでしょう。
　「ドイツ語ができるようになって、世界が広がり、多くを学ん
だ」といいます。「母語ではないので、失敗して当たり前」「言
葉ができればいろいろな人と出会え、世界が広がる」と中学生
に伝えてくれました。
　たゆまぬ努力と多くの出会いやサポートがあったからこそ、
偉業を成し遂げることができたのでしょう。彼女の言葉には説
得力がありました。
　では、日本にいて切羽詰まっていない場合はどうでしょうか。
英語の勉強を始めても挫折する人は多いですよね。もったい
なく感じてなりません。挫折する一番の理由は「こんなことや
っていて上達するのかな」「自分には才能ないんじゃないか
な」という疑問の心です。
　自分を疑ったらいけません。やることやれば、留学しなくて
も英語はできるようになります。単語集を覚える時には、心の
ガードをはずして欲しい。無駄な単語なんかない！　安心して
じゃんじゃんインプットしましょう。

【ちょっと豆知識】宮地晶子
　※「I will miss Higashikawa.」
という表現が出ました。missと
は「～がなくて寂しく思う」とい
う気持ち。人と別れるときは「I 
will miss you a lot.」と言いま
す。ほかに「見逃す、見落とす」
などの意味があり、テレビなどで
Don’t miss it! 「絶対見て
ね！」、道を教えるときYou 
can’t miss it.「見落とすこと
はないよ」などとよく使います。
でも日本語で言う「ミスする」は
make a mistake(ミステイク) 
のmistakeなので、お間違えのな
いように。

（訳：宮地晶子）

さよならパート２　小さきこと　ステーシー・フジカワ
　「わずかなことこそ最も大切」という言葉があります。きれいな景色、この３年間に参加した学校や町の行事の
数々など、あとで懐かしく思うものはたくさんあります。でもそれはどれもかなり大きな行事。むしろ私が恋しく
思うのは、この町や人と私を結びつけていた小さな出来事の数々でしょう。
　廊下や町での生徒とのおしゃべり。ホストファミリーとの食事。住宅の前で子供を遊ばせるお母さん方との会話。
スーパーのレジ係の人とちょっとしたことで笑いあったこと。土曜の朝、リサイクル活動してくれる女性に届けた
マフィン。家に帰って見つけるホストファミリーからの新鮮な野菜やパンなどの差し入れ。レストランでオーダー
する「いつもの」。新しい道。探検に出て道に迷ってやっと家に帰ること。毎年撮る無数の旭岳の写真。忠別川沿
いに何度もサイクリングしたこと。吹雪や雨の空模様を眺めながら同僚と天気の話をしたこと。ホストファミリー
宅で食事した帰り、ふと日本語が上達している自分に気づいたこと。そんな一瞬一瞬です。
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　 俳　

句

和
箪
笥
の
引
き
出
し
ひ
と
つ
更
衣

亜
麻
色
の
歌
が
聞
こ
え
る
夏
の
庭

タ
ン
ポ
ポ
の
わ
た
毛
遥
か
に
気
ま
ま
旅

ペ
ダ
ル
踏
む
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
風
薫
る

肋
骨
を
広
げ
薫
風
満
タ
ン
す

二
階
か
ら
犬
が
顔
出
す
薫
風
か
な

風
薫
る
住
み
処
定
め
て
二
十
年

父
の
日
に
母
と
語
り
し
父
の
癖

リ
ラ
冷
へ
を
伝
え
あ
ぐ
ね
る
手
話
ニ
ュ
ー
ス

風
薫
る
友
の
封
書
の
ふ
く
ら
み
て

幾
百
の
水
張
田
に
あ
る
百
の
月

ふ
る
里
の
祝
の
席
の
夏
足
袋
か
な

タ
ン
ポ
ポ
の
王
冠
被
っ
て
昭
和
か
な

薫
風
や
眉
の
や
さ
し
き
道
祖
神

春
蝉
を
聞
き
し
と
妻
の
戻
り
来
る

け
ら
虫
も
玩
具
の
ひ
と
つ
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー

ふ
る
さ
と
は
緑
の
大
地
風
薫
る

薫
風
や
そ
ろ
そ
ろ
制
服
板
に
つ
き

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

俳　

句

俳　

句

　

東
川
生
ま
れ
の
政
敏
さ
ん
、
両
親
は
東

７
号
の
３
線
で
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
農

業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
は
え
ん
麦
、

ソ
バ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
少
々
の
花
卉

（
か
き
）
栽
培
。
決
し
て
豊
か
な
土
地
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

農
業
の
傍
ら
、
９
年
間
森
林
組
合
に
勤

め
、
造
林
作
業
に
も
精
を
出
し
ま
し
た
。

「
山
奥
で
な
ぁ
、
周
り
の
人
も
高
齢
に
な

る
に
つ
れ
て
転
居
し
て
い
っ
た
よ
」
。

 

こ
の
地
に
最
後
ま
で
残
っ
て
い
ま
し
た

が
、
森
林
組
合
を
辞
め
た
後
、
１
９
７
６

（
昭
和
51
）
年
ご
ろ
に
市
街
地
区
に
自
宅

を
建
て
て
ふ
る
さ
と
の
地
を
離
れ
ま
し
た
。

 

若
い
こ
ろ
か
ら
山
野
に
親
し
み
、
森
林

組
合
を
辞
め
た
後
は
希
少
な
山
野
草
を
栽

培
し
て
増
や
し
、
販

売
し
て
い
ま
し
た
。

「
昔
は
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
が
１
根
千
円
で
売

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

ね
え
」
。

 

庭
づ
く
り
を
楽
し

む
の
が
趣
味
。
約
４

０
０
平
方
㍍
の
庭
に

チ
ン
グ
ル
マ
、
ア
ポ

イ
岳
の
シ
ラ
カ
バ
、
白
山
の
ハ
イ
マ
ツ
、

フ
タ
リ
シ
ズ
カ
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
、
ク
ロ

ユ
リ
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
、
野
生
の
ミ

ツ
バ
な
ど
、
高
山
帯
の
植
物
、
野
菜
が
と

こ
ろ
狭
し
。

　

「
私
は
父
さ
ん
を
手
伝
っ
て
き
た
だ
け
」

と
話
す
タ
カ
さ
ん
は
、
１
９
５
６
（
同

31
）
年
、
26
歳
の
時
に
温
根
別
（
現
士
別

市
温
根
別
地
区
）
か
ら
嫁
い
で
き
ま
し
た
。

 
「
い
く
つ
種
類
が
あ
る
か
数
え
た
こ
と

な
い
け
れ
ど
、
父
さ
ん
は
い
つ
も
変
わ
っ

た
も
の
を
試
し
て
植
え
た
い
と
思
っ
て
き

た
」
と
言
い
ま
す
。

 

か
つ
て
の
わ
が
家
の
畑
は
「
山
」
と
呼

び
、
今
も
良
く
出
か
け
ま
す
。
今
作
っ
て

る
の
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
サ

ト
イ
モ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
。
シ
カ
が
出

る
か
ら
金
網
を
２

段
に
し
て
囲
っ
て

る
。
子
供
た
ち
に

分
け
て
や
る
の
で
、

毎
年
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
作
る
よ
」

と
こ
れ
も
大
き
な

生
き
が
い
で
す
。

人
生
を
拓
く

ま
え
だ　

  

ま
さ
と
し

前
田 

政
敏
さ
ん
（
86
）
、
タ
カ
さ
ん
（
83
）
＝
17
区
西
町

ひ
ら

２
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くら
し ・

ネ
ット
ワ
ー
ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

人
の
う
ご
き
　5
月
16
日
～
6月
15
日

（
敬
称
略
、
掲
載
は
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）

　 父 忍 智
朗 大 浩
貴

　 母
美
帆
子

ひ
ろ
子

梨
恵
喜
春

　 行政
区

25
区

11
区

南
町
１
丁
目

北
町
３
丁
目

お
誕
生

生ま
れた
子

若
松
　
結
愛

滝
沢
　
航
一
朗

小
林
　
航
大

中
井
　
虎
汰
朗

 わ
か
ま
つ
　
  ゆ
   あ

た
き
さ
わ
　
こ
う
い
ち
ろ
う

こ
ば
や
し
　
こ
う
だ
い

  な
か
い
　
    
  こ
た
ろ
う

　 （
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

　
7,9
33
人

3,6
94
人

4,2
39
人

3,4
83
戸 4人 7人 35
人 8人

　
24
人
）

5人
）

19
人
）

11
戸
）

人
口
・
世
帯
数
　
5月
末
日
現
在

人
　
口
／

　
男
　
／

　
女
　
／

世
帯
数
／

出
　
生
／

死
　
亡
／

転
　
入
／

転
　
出
／

　 行政
区

西
区
西
区
西
区
29
区

　 歳 87
歳

64
歳

87
歳

89
歳

お
く
や
み

亡き
人

池
田
　
光
利

村
田
　
茂
博

吉
田
　
俊
夫

西
脇
　
信
一

届出
人

池
田
　
登
美
子

吉
田
　
チ
ズ
子

西
脇
　
健
次

　 何 ら か の 事 情 で 納 期 ご と に 納 付

す る こ と が 困 難 な 場 合 は 、 ７ 月 18

日 （ 金 ） ま で に 必 ず 納 税 相 談 を し

て く だ さ い 。

　 納 税 猶 予 、 分 割 納 付 （ 原 則 口 座

振 替 ） 、 事 情 に よ っ て は 減 免 に な

る 場 合 も あ り ま す 。

延 滞 金 を 徴 収 し て い ま す

　 税 （ 料 ） 金 を 納 期 限 後 に 納 付 し

た 場 合 、 納 期 限 の 翌 日 か ら 納 付 し

た 日 ま で の 日 数 に 応 じ て 延 滞 金 を

徴 収 し て い ま す 。 納 期 限 内 に 納 付

を 済 ま せ る よ う お 願 い し ま す 。

 定 住 促 進 課 か ら

　 各 種 届 け 出 は 住 民 室 ☎ 内 線 １ １

１
ご み 、 吸 い 殻 の ポ イ 捨 て 禁 止

　 ご み 、 た ば こ の 吸 い 殻 の ポ イ 捨

て が 目 立 っ て い ま す 。 道 路 沿 い 、

家 の 周 辺 、 空 き 地 な ど で 安 易 な ポ

イ 捨 て を や め ま し ょ う 。

 モ ラ ル に 欠 け る 心 な い 行 為 は 、

美 し く 住 み や す い 環 境 を そ こ な う

行 為 で す 。 悪 質 な 行 為 を 見 か け た

ら 、 た め ら わ ず 役 場 住 民 室 、 警 察

に 通 報 を お 願 い し ま す 。

ご み の 野 焼 き は 禁 止 ！

 家 庭 ご み 、 事 業 所 ご み は 、 野 外

焼 却 （ 野 焼 き ） 禁 止 で す 。 定 め ら

れ て い る ご み 収 集 日 に き ち ん と ご

み 出 し し 、 事 業 所 は 処 理 業 者 へ 処

産 の 価 格 を も と に 算 定 し た 税 額 を

所 在 市 町 村 に 納 め る 税 金 で す 。

軽 自 動 車 税

　 毎 年 ４ 月 １ 日 現 在 、 軽 自 動 車

（ 原 動 機 付 き 自 転 車 、 軽 自 動 車 、

小 型 特 殊 、 二 輪 、 農 耕 作 業 車 等 ）

を 所 有 し て い る 方 が 納 め る 税 金 で

す 。

　 身 体 障 が い 者 が 使 用 す る 軽 自

動 車 で 、 一 定 の 要 件 を 満 た す も の

は 減 免 措 置 が あ り ま す （ 生 計 を 一

に す る 方 が 所 有 す る 車 両 も 適 用 対

象 ） 。

　 減 免 を 受 け る た め に は 、 ７ 月 18

日 （ 金 ） ま で に 申 請 が 必 要 で す 。

納 税 は 便 利 な 口 座 振 替 を

　 納 期 限 の 日 に 預 金 口 座 か ら 自 動

的 に 振 替 納 付 す る こ と が で き ま す 。

窓 口 に 預 貯 金 口 座 振 替 依 頼 書 を 用

意 し て い ま す の で 、 納 入 通 知 書 、

預 貯 金 通 帳 、 銀 行 印 を 持 参 の う え 、

納 期 限 の 1
5 日 前 ま で に 手 続 き 願 い

ま す （ 郵 便 局 は 2
0 日 前 ま で ） 。

　 口 座 振 替 で き る 金 融 機 関 は 、 ○

東 川 町 農 業 協 同 組 合 ○ 道 内 の ゆ う

ち ょ 銀 行 、 郵 便 局 ○ 北 央 信 用 組 合

○ 北 海 道 銀 行 ○ 北 洋 銀 行 ○ 北 陸 銀

行 ― の 道 内 各 店 舗 。

　 口 座 振 替 の 受 け 付 け は 、 ○ 役 場

税 務 課 ○ 東 川 町 農 業 協 同 組 合 ○ 町

内 の 各 郵 便 局 ○ 北 央 信 用 組 合 東 川

支 店 ○ 北 海 道 銀 行 豊 岡 支 店 ○ 北 洋

銀 行 旭 川 中 央 支 店 ○ 北 陸 銀 行 旭 川

支 店 ― で す 。

理 委 託 を 徹 底 し て く だ さ い 。

　 自 宅 の 庭 先 、 空 き 地 で ド ラ ム 缶

や ブ ロ ッ ク 積 み 焼 却 炉 な ど を 使 っ

て ご み を 野 焼 き し な い で く だ さ い 。

廃 棄 物 処 理 法 に 基 づ き 、 従 来 の 家

庭 用 ご み 焼 却 炉 は 構 造 基 準 を 満 た

さ な く な っ て い る た め 使 用 で き ま

せ ん （ 1
4 年 1
2 月 1 日 改 正 法 ） 。

　 ご み の 野 焼 き 、 事 業 所 内 で の ご

み 焼 却 は 、 不 完 全 燃 焼 や 低 温 焼 却

に よ っ て 環 境 汚 染 物 質 ・ ダ イ オ キ

シ ン が 大 量 に 発 生 し 、 大 気 汚 染 の

排 出 原 因 を 作 り ま す 。 「 ば い 煙 が

家 の 中 に 入 っ て く る 」 「 自 宅 の 窓

を 開 け ら れ な い 」 「 干 し た 洗 濯 物

に 臭 い や す す が 付 く 」 な ど 、 日 常

の 生 活 環 境 に も 悪 影 響 を 及 ぼ し ま

す 。
犬 、 猫 な ど ペ ッ ト は マ ナ ー を 守 っ

て 飼 い ま し ょ う

　 最 近 「 犬 、 猫 の ふ ん 尿 を 道 路 や

公 園 に 放 置 し て 後 始 末 し な い 」 と

い う 苦 情 が 多 く 寄 せ ら れ て い ま す 。

お 心 当 た り の 方 は 、 ペ ッ ト の 散 歩

時 な ど に 飼 い 主 と し て の マ ナ ー を

守 る よ う お 願 い し ま す 。

　 特 に 苦 情 が 多 い の は 、 西 町 ５ 丁

目 ５ 番 1
1 号 付 近 の ふ ん 尿 放 置 、 悪

臭 で す 。 「 き ち ん と 後 始 末 を し て

い る の に 、 周 囲 か ら 疑 い の 目 で 見

ら れ て い る 」 な ど と 住 民 が 不 愉 快

な 思 い を し て い ま す 。

　 愛 犬 を 散 歩 さ せ る 時 は 、 ふ ん を

入 れ て 持 ち 帰 る た め の 携 行 袋 、 お

し っ こ を 洗 い 流 す た め に 必 要 な 水

入 り 容 器 を 携 行 し ま し ょ う 。

　 猫 は 、 法 律 に よ る 規 制 、 登 録 制

度 が あ り ま せ ん 。 犬 の よ う に 鎖 で

つ な ぐ な ど と い う 飼 い 主 の 義 務 も

な い た め 、 家 の 外 と 中 を 自 由 に 往

来 し て 他 人 の 敷 地 内 に ふ ん 尿 を し 、

ご み 箱 あ さ り で ご み を 巻 き 散 ら し

て 近 所 ト ラ ブ ル を 引 き 起 こ し て い

ま す 。

　 ペ ッ ト の 飼 い 主 は 、 動 物 の 習 性 、

周 辺 住 民 、 動 物 が 苦 手 な 人 の 気 持

ち を 十 分 に 考 え 、 他 人 に 迷 惑 を か

け な い よ う に 飼 う 配 慮 が 必 要 で す 。

国 民 年 金 は 保 険 料 の 免 除 、 納 付

猶 予 を 活 用 し ま し ょ う

　 国 民 年 金 制 度 で は 、 保 険 料 を 納

付 す る こ と が 困 難 な 場 合 、 将 来 の

年 金 受 給 権 を 失 う こ と が な い よ う

に 保 険 料 の 支 払 い を 一 時 的 に 停 止

し 、 支 払 い で き る よ う に な っ た ら

保 険 料 の 支 払 い を 再 開 し て 将 来 の

年 金 受 け 取 り に 備 え て お く こ と が

で き ま す 。

　 免 除 、 猶 予 制 度 は 、 申 請 に よ っ

て 保 険 料 の 納 付 が 免 除 、 猶 予 と な

る 「 保 険 料 免 除 」 「 若 年 者 納 付 猶

予 」 の 制 度 が あ り ま す 。

　 免 除 、 納 付 猶 予 措 置 を 受 け ず に

保 険 料 を 未 納 し た ま ま で い る と 、

6
5 歳 か ら の 老 齢 基 礎 年 金 を 受 け 取

る こ と が で き な い ば か り で な く 、

　 受 賞 者 を 代 表 し て 浜 辺 議 員 は

「 議 員 の 職 を 務 め る こ と が で き た

の は 日 々 の 積 み 重 ね 。 今 後 も 微 力

な が ら 貢 献 し た い 」 と 謝 辞 を 述 べ

ま し た 。

 税 務 課 か ら

　 納 付 に 関 す る ご 相 談 は 収 納 室 ☎

内 線 １ ２ １ 、 １ ２ ２ 、 課 税 に 関 し

て は 課 税 室 ☎ 内 線 １ ２ ３ 、 １ ２ ４

町 税 の 納 税 通 知 書 を 送 付 し ま し

た
　 2
6 年 度 の 町 税 （ 住 民 税 、 固 定 資

産 税 、 軽 自 動 車 税 ） 納 税 通 知 書 を

７ 月 １ 日 に 送 付 し ま し た 。 町 税 は

年 ４ 回 に 分 け て 納 め て い た だ き ま

す 。 納 税 通 知 書 の 内 容 を 確 認 し 、

納 期 限 内 の 納 付 を お 願 い い た し ま

す 。
住 民 税

　 前 年 の 所 得 を も と に 算 出 し た 税

 議 会 事 務 局 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 内 線 ３ １ ０ 、

３ １ １

浜 辺 、 藤 原 両 議 員 が 道 町 村 議 会

議 長 会 表 彰 を 受 賞

　 ６ 月 1
9 日 、 東 川 町 議 会 の 浜 辺 啓

議 員 （ 6
9 ） 、 藤 原 啓 子 議 員 （ 6
3 ）

の ２ 人 が 北 海 道 町 村 議 会 議 長 会

（ 萬 和 男 会 長 ） の 2
6 年 自 治 功 労 者

表 彰 を 受 け 、 第 ２ 回 町 議 会 定 例 会

の 席 上 、 米 田 保 副 議 長 か ら 表 彰 伝

達 を 受 け ま し た 。

　 浜 辺 議 員 は 、 ２ ０ ０ ７ （ 平 成

1
9 ） 年 ４ 月 か ら ７ 年 間 議 長 を 務 め 、

地 方 自 治 へ 貢 献 し て き ま し た ＝ 議

員 の 在 職 は １ ９ ８ ３ （ 昭 和 5
8 ） 年

３ 月 3
1 日 か ら ８ 期 3
1 年 間 ＝ 。

　 藤 原 議 員 は 、 １ ９ ９ ９ （ 平 成

1
1 ） 年 ３ 月 3
1 日 か ら ４ 期 1
5 年 間 に

わ た っ て 町 村 議 会 議 員 と し て 活 動 。

地 方 自 治 功 労 が 認 め ら れ ま し た 。

額 を 毎 年 １ 月 １ 日 現 在 で 居 住 す る

市 町 村 に 納 め る 税 金 で す 。

　 「 東 日 本 大 震 災 か ら の 復 興 に 関

し 地 方 公 共 団 体 が 実 施 す る 防 災 の

た め の 施 策 に 必 要 な 財 源 の 確 保 に

係 る 地 方 税 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法

律 」 の 施 行 に よ っ て 、 個 人 住 民 税

の 均 等 割 額 は 前 年 に 比 べ て 千 円 高

く な っ て い ま す 。 ご 理 解 を お 願 い

し ま す 。

　 公 的 年 金 を 受 給 し て い る 6
5 歳 以

上 の 方 で 個 人 住 民 税 を 納 税 す る 義

務 が あ る 方 は 、 一 部 市 区 町 村 を 除

い て 、 ２ ０ ０ ９ （ 平 成 2
1 ） 年 1
0 月

か ら 公 的 年 金 か ら の 特 別 徴 収 （ 引

き 落 と し ） が 始 ま っ て い ま す が 、

東 川 町 は 実 施 を 見 送 っ て い ま す 。

固 定 資 産 税

　 毎 年 １ 月 １ 日 に 土 地 、 家 屋 、 償

却 資 産 を 所 有 し て い る 方 が 固 定 資
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

受 付 期 間 　 ７ 月 １ 日 （ 火 ） 〜 ８ 月

　 ８ 日 （ 金 ） （ 消 印 有 効 ） ま で

試 験 日 　 ９ 月 2
1 日 （ 日 ）

試 験 会 場 　 旭 川 大 学 （ 旭 川 市 永 山

　 ３ 条 2
3 丁 目 ）

願 書 配 布 　 上 川 町 村 会 事 務 局 、 上

　 川 管 内 の 町 村 役 場 、 各 町 村 消 防

　 署 ・ 同 支 署

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 企 画 総

　 務 課 総 務 室

27 年 度 上 川 管 内 町 村 等 職 員 採 用

試 験 説 明 会 の 実 施

　 ９ 月 2
1 日 （ 日 ） 実 施 の 2
7 年 度 上

川 管 内 町 村 職 員 採 用 資 格 試 験 説 明

会 を 開 催 し ま す 。

日 時 　 ７ 月 ５ 日 （ 土 ） 午 後 ２ 時

場 所 　 上 川 合 同 庁 舎 講 堂 （ 旭 川 市

　 永 山 ６ 条 1
9 丁 目 ）

対 象 　 町 村 役 場 の 仕 事 に 興 味 の あ

　 る 方 、 学 校 の 進 路 指 導 関 係 者

お 問 い 合 わ せ 　 上 川 町 村 会 事 務 局

　 ☎ 4
6 | ４ ９ ７ ０

 産 業 振 興 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 農 林 振 興 室 ☎ 内

線 １ ３ ５

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 交 付

金 事 業 の 報 告

東 川 町 中 山 間 制 度 推 進 協 議 会

　 東 川 町 中 山 間 制 度 推 進 協 議 会

（ 藤 井 春 雄 会 長 、 事 務 局 ・ 町 産 業

振 興 課 農 林 振 興 室 ） は こ の ほ ど 、

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 交 付 金

事 業 の 昨 年 度 実 施 結 果 を ま と め ま

し た 。

　 生 産 条 件 が 不 利 な 中 山 間 地 域 で

交 付 対 象 要 件 を 満 た す 農 業 者 な ど

に 対 し て 、 交 付 金 を 直 接 支 払 い す

る こ と で 、 耕 作 放 棄 地 の 発 生 防 止 、

水 源 か ん 養 、 土 砂 崩 壊 の 防 止 な ど 、

中 山 間 地 域 が 果 た す 多 面 的 機 能 の

確 保 を 図 る た め の 対 策 と し て 実 施

し て い ま す 。 平 成 2
2 年 度 か ら ５ 年

間 の 予 定 で 第 ３ 期 対 策 が 始 ま っ て

い ま す 。

対 象 地 域

　 地 域 振 興 ５ 法 の 指 定 地 域 の ほ か 、

農 業 生 産 条 件 が 不 利 で あ る と し て

都 道 府 県 知 事 が 実 態 に 応 じ て 指 定

し た 地 域 （ 特 認 地 域 ） 等 が 対 象 で

す 。 本 町 は 農 林 統 計 上 の 中 山 間 地

域 に 該 当 し 、 町 全 域 が 指 定 を 受 け

て い ま す 。

対 象 者 、 集 落 の 概 要

　 集 落 協 定 に 基 づ い て ５ 年 以 上 継

続 し て 農 業 生 産 活 動 等 を 行 う 農 業

者 な ど が 対 象 で す 。 本 町 は 全 町 を

１ 集 落 と し て 協 定 を 締 結 し て い ま

す 。
対 象 農 地 、 交 付 額

　 対 象 地 域 内 に あ る １ ０ ０ 分 の １

以 上 の 傾 斜 お よ び 一 団 の 農 用 地

（ １ ㌶ 以 上 の ま と ま っ た 面 積 ） で 、

か つ 耕 作 者 等 の 同 意 を 得 て い る こ

と が 要 件 で す 。

　 交 付 単 価 は 緩 傾 斜 （ 勾 配 １ ０ ０

　 段 階 決 定 後 は 、 段 階 別 の 保 険 料

を 納 付 し ま す 。 納 付 し な い 期 間 は

未 納 期 間 と な り 、 受 給 資 格 期 間 、

年 金 額 に 算 定 さ れ ま せ ん 。 （ 注 ）

全 額 免 除 ま た は 一 部 免 除 の 判 定 は 、

申 請 者 、 申 請 者 の 配 偶 者 、 世 帯 主

の 前 年 所 得 に よ っ て 行 い ま す 。

若 年 者 納 付 猶 予 度

　 一 定 以 上 の 所 得 の あ る 世 帯 主 と

同 居 し て い る 3
0 歳 未 満 の 申 請 者 本

人 及 び 配 偶 者 の み の 前 年 所 得 を 基

に 審 査 し ま す 。

失 業 に よ る 特 例 免 除

　 申 請 す る 年 度 ま た は 前 年 度 に 失

業 （ 退 職 ） し て い た 場 合 。 申 請 時

に 雇 用 保 険 受 給 者 証 、 雇 用 保 険 被

保 険 者 離 職 票 が 必 要 で す 。 （ 注 ）

該 当 段 階 は 申 請 者 以 外 の 申 請 者 の

配 偶 者 、 世 帯 主 の 前 年 所 得 に よ っ

て 判 定 し ま す 。

 企 画 総 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 職 員 係 ☎ 内 線 ２

２ ３
27 年 度 上 川 管 内 町 村 等 職 員 採 用

試 験 の 実 施

　 2
7 年 度 の 町 職 員 ＝ 一 般 職 、 専 門

職 （ 保 育 士 ） 、 社 会 人 （ 保 育 士 、

保 健 師 ） 採 用 試 験 を 実 施 し ま す 。

応 募 の 方 は 以 下 の 応 募 要 領 を 確 認

の う え 、 お 申 し 込 み く だ さ い 。

募 集 職 種 　 ① 一 般 職 （ 男 女 学 歴 不

　 問 ） ② 専 門 職 （ 保 育 士 、 男 女 学

死 亡 、 あ る い は １ 級 ま た は ２ 級 の

障 害 の 状 態 に な っ て も 、 原 則 遺 族

基 礎 年 金 、 障 害 基 礎 年 金 を 受 け る

こ と も で き ま せ ん 。

　 免 除 、 ま た は 納 付 猶 予 を 受 け て

い る 期 間 は 、 年 金 の 受 給 資 格 期 間

＝ 最 低 ３ ０ ０ 月 （ 2
5 年 間 ） 以 上 必

要 ＝ と し て 計 算 さ れ ま す 。

　 た だ し 保 険 料 は 、 そ の 間 の 支 払

い 済 み 金 額 と し て は 少 な く な る の

で 、 全 額 納 付 の 場 合 に 比 べ て 年 金

の 受 け 取 り 額 は 少 な く な り ま す 。

　 全 額 納 付 の 場 合 は 、 保 険 料 を さ

か の ぼ っ て 納 め る こ と が で き ま す 。

1
0 年 以 内 で あ れ ば 免 除 該 当 期 間 の

保 険 料 を 全 額 納 付 で き ま す 。

　 申 請 は 、 印 鑑 を 持 参 の 上 、 役

場 １ 階 １ 番 窓 口 で す 。 他 の 市 町 村

か ら 転 入 し た 方 は 、 前 年 の 所 得 状

況 を 証 明 す る も の を 持 参 く だ さ い

（ 源 泉 徴 収 票 、 確 定 申 告 書 の 写 し

等 ） 。 免 除 承 認 期 間 は 、 原 則 ７ 月

か ら 翌 年 ６ 月 ま で で す 。

　 お 問 い 合 わ せ は 旭 川 年 金 事 務 所

☎ 2
7 │ １ ６ １ １ 。

全 額 免 除

　 免 除 期 間 は 年 金 額 を 算 出 す る 際

の 受 給 資 格 期 間 と し て 算 定 し ま す

が 、 全 額 納 付 し た 場 合 に 比 べ 、 将

来 の 年 金 額 は ３ 分 の １ に な り ま す 。

一 部 免 除 （ 一 部 納 付 ）

　 「 ４ 分 の １ 納 付 」 「 半 額 納 付 」

「 ４ 分 の ３ 納 付 」 と ３ 段 階 あ り 、

前 年 所 得 を 基 に 審 査 し ま す 。

　 歴 不 問 ） ③ 社 会 人 （ 保 育 士 、 男

　 女 学 歴 不 問 ） ④ 社 会 人 （ 保 健 師 、

　 男 女 学 歴 不 問 ）

募 集 人 員 　 各 職 種 と も 若 干 名

試 験 区 分 　 高 校 卒 業 程 度 （ 専 門 学

　 校 ま た は 短 期 大 学 卒 業 含 む ） 、

　 大 学 卒 業 程 度

受 験 資 格 　 ① 一 般 職 ② 専 門 職 （ 保

育 士 ） ＝ ○ １ ９ ９ ２ （ 平 成 ４ ）

年 ４ 月 ２ 日 か ら １ ９ ９ ７ （ 同 ９ ）

年 ４ 月 １ 日 ま で 生 ま れ で あ っ て 、

高 等 学 校 卒 業 程 度 の 学 力 を 有 す

る 方 ○ 専 門 学 校 ま た は 短 期 大 学

を ２ ０ １ １ （ 同 2
3 ） 年 か ら ２ ０

１ ４ （ 同 2
6 ） 年 ３ 月 ま で に 卒 業

し た 方 ま た は 来 年 ３ 月 に 卒 業 見

込 み の 方 ○ ２ ０ １ １ （ 同 2
3 ） 年

か ら ２ ０ １ ４ （ 同 2
6 ） 年 ３ 月 ま

で に 大 学 卒 業 ま た は 来 年 ３ 月 に

卒 業 見 込 み の 方 ○ 専 門 職 （ 保 育

士 ） は 、 保 育 士 及 び 幼 稚 園 教 諭

両 方 の 有 資 格 者 ま た は 2
7 年 4 月

ま で に 両 方 の 資 格 取 得 見 込 み 者

③ 社 会 人 （ 保 育 士 ） ＝ 満 4
0 歳 以

下 （ 2
7 年 ４ 月 １ 日 現 在 ） の 方 で 、

保 育 士 と 幼 稚 園 教 諭 両 方 の 資 格

取 得 者 で あ っ て 、 資 格 に 基 づ く

業 務 経 験 が 最 低 ３ 年 以 上 あ る 方

（ 今 年 ９ 月 2
1 日 現 在 ） ④ 社 会 人

（ 保 健 師 ） ＝ 満 4
0 歳 以 下 （ 2
7 年

４ 月 １ 日 現 在 ） の 方 で 、 保 健 師

の 資 格 を 有 し 資 格 に 基 づ く 業 務

経 験 が 最 低 ３ 年 以 上 あ る 方 （ 今

年 ９ 月 2
1 日 現 在 ）

事 業 費 の 負 担 割 合

　 通 常 地 域 で 国 ２ 分 の １ 道 と 町 が

そ れ ぞ れ 4 分 の １ ず つ で す が 、 本

町 は 、 特 認 地 域 と し て 国 、 道 、 町

そ れ ぞ れ ３ 分 の １ ず つ の 負 担 と な

っ て い ま す 。

 都 市 建 設 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 、 ま ち づ く り 推

進 室 ☎ 内 線 ２ ３ ２ 、 ２ ３ ３

分 の １ 以 上 ） の 田 で ８ 千 円 （ 1
0 ㌃

当 た り ） 、 急 傾 斜 （ 勾 配 2
0 分 の １

以 上 ） の 田 で ２ 万 １ 千 円 （ 1
0 ㌃ 当

た り ） で す 。

対 象 取 り 組 み 、 事 業 実 施 内 容

　 具 体 的 な 取 り 組 み 、 交 付 金 の 使

い 道 は 、 協 定 参 加 者 に よ っ て 毎 年

集 落 で 検 討 し 、 耕 作 放 棄 地 の 発 生

防 止 、 多 面 的 機 能 の 確 保 を 図 る な

ど の 事 業 を 行 っ て い ま す 。 交 付 金

は 管 理 運 営 費 を 除 く 全 額 を 共 同 取

組 活 動 費 、 個 人 配 分 額 と し て 配 分

し て い ま す 。 （ 別 表 ）

新 登 場 ！  北 方 型 住 宅 の 建 設 と

薪 ス ト ー ブ 導 入 を 支 援

　 町 内 で 北 方 型 住 宅 を 新 築 、 ま た

は 一 般 住 宅 に 薪 ス ト ー ブ を 設 置 す

る 場 合 、 そ の 経 費 を 支 援 す る 町 の

補 助 制 度 が 新 登 場 し ま し た 。

　 町 内 で 住 み や す く 、 暮 ら し や す

い 環 境 を 支 援 す る た め の 施 策 で す 。

い ず れ も か か っ た 経 費 の ２ 分 の １

を 補 助 し ま す 。

　 補 助 金 を 受 け る 場 合 は 、 東 川 風

住 宅 設 計 指 針 に 定 め る 審 査 基 準 を

満 た し 、 建 築 基 準 法 な ど 関 係 法 規

を 順 守 す る 必 要 が あ り ま す 。

「 北 方 型 住 宅 建 設 推 進 事 業 補 助 金 」

　 （ 社 ） 北 海 道 建 築 技 術 協 会 認 定

技 術 者 の 設 計 、 施 工 の 自 己 居 住 用

住 宅 で あ っ て 、 北 海 道 に 適 し た 断

熱 性 能 な ど を 持 つ 住 宅 を 新 築 す る

場 合 、 最 大 ２ ０ ０ 万 円 （ ２ 世 帯 住

宅 に は 最 大 ４ ０ ０ 万 円 ） 。

薪 ス ト ー ブ 等 設 置 補 助 金

　 一 般 住 宅 に 新 た に 薪 ス ト ー ブ を

設 置 す る 場 合 、 経 費 の ２ 分 の １

（ 上 限 5
0 万 円 ） を 補 助 。

 保 健 福 祉 課 か ら

　 福 祉 の こ と と 申 請 の お 問 い 合 わ

せ は 社 会 福 祉 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ２ 、

５ ０ ３ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ４ 〜 ５ ０ ７ ） 、

高 齢 者 介 護 は 地 域 包 括 支 援 セ ン タ

ー ☎ （ 内 線 ５ ０ ８ 、 ５ ０ ９

食 事 で 健 康 「 栄 養 教 室 」

　 食 事 の 不 適 切 な 摂 取 、 運 動 不 足

で 生 活 習 慣 病 が 年 々 増 加 し て い ま

す 。 健 康 は 自 分 で 守 る た め に 、 健

康 の 大 切 さ を 考 え ま し ょ う 。

　 身 近 な 食 材 で 調 理 実 習 を し ま す 。

バ ラ ン ス 、 味 付 け な ど 食 生 活 の 見

直 し を 考 え る た め の 参 考 に し ま し

ょ う （ 希 望 す る 方 は 食 生 活 改 善 推

進 員 と な る 単 位 を 取 得 可 ） 。

日 時 　 ７ 月 1
8 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ ま で

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 食 生 活 チ ェ ッ ク ・ パ ー ト ４

　 「 多 い も の あ り ま せ ん か ？ 」 ＝

　 講 話 、 調 理 実 習 、 試 食 （ 希 望 者

　 に は 体 脂 肪 測 定 ）

対 象 　 町 民 の 方 ど な た で も （ 男 性

　 の 方 歓 迎 ）

持 ち 物 　 筆 記 具 、 エ プ ロ ン 、 三 角

　 巾 （ 食 材 料 の 一 部 １ ０ ０ 円 を 自

　 己 負 担 ）

２ 種 混 合 予 防 接 種

　 小 学 ６ 年 生 を 対 象 と し て ２ 種 混

合 予 防 接 種 を 実 施 し ま す （ ジ フ テ

リ ア 、 破 傷 風 ） 。 乳 幼 児 期 に ３ 種

混 合 予 防 接 種 で 得 た 免 疫 の 低 下 を

防 ぎ 、 免 疫 を 高 め る こ と を 目 的 と

し て い ま す 。

実 施 日 　 2
8 日 （ 月 ） 、 2
9 日 （ 火 ） 、

　 3
1 日 （ 木 ） 、 ８ 月 １ 日 （ 金 ）

場 所 　 町 立 診 療 所

時 間 　 午 後 １ 時 〜 同 ４ 時 半

対 象 　 ３ 種 混 合 予 防 接 種 の 第 １ 期

初 回 （ ３ 回 ） 、 １ 期 追 加 接 種 （ １

回 ） の 合 計 ４ 回 の う ち ３ 回 以 上

実 施 し て い る 児 童

高 齢 者 用 の 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン 予

防 接 種 お 知 ら せ

　 肺 炎 球 菌 は の ど や 鼻 に い る 細 菌

で 、 肺 炎 や 中 耳 炎 な ど を 引 き 起 こ

す 原 因 に な り ま す 。 特 に 高 齢 者 の

方 の 細 菌 性 肺 炎 の 原 因 の 多 く を 占

め て い ま す 。 ワ ク チ ン を 接 種 す る

こ と で 、 肺 炎 の 予 防 、 肺 炎 に か か 23
22
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円
）
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（
6月
13
日
現
在
）

日
本
赤
十
字
社
東
川
分
区
社
費
ま
と
め

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

み を 求 め る こ と は 絶 対 に あ り ま せ

ん 。  
 ご 自 宅 に 町 の 職 員 を か た っ た 電

話 が か か っ て き た り 、 郵 便 物 が 届

い た 時 に は 、 最 寄 り の 警 察 署 、 ま

た は 警 察 相 談 専 用 電 話 （ ☎ ＃ ９ １

１ ０ ） に ご 連 絡 く だ さ い 。  

臨 時 福 祉 給 付 金

給 付 対 象 者 　 2
6 年 度 住 民 税 非 課 税

　 の 方 （ ご 自 身 を 扶 養 し て い る 方

　 が 課 税 さ れ て い る 方 、 生 活 保 護

　 を 受 け て い る 方 は 対 象 外 、 2
6 年

　 度 住 民 税 の 課 税 は 7 月 上 旬 に 確

　 定 ）

給 付 額 　 給 付 対 象 者 １ 人 に つ き 1

　 万 円 （ 給 付 対 象 者 の う ち 、 老 齢

　 基 礎 年 金 、 障 害 基 礎 年 金 、 遺 族

　 基 礎 年 金 等 の 受 給 者 、 児 童 扶 養

　 手 当 、 特 別 障 害 者 手 当 等 の 受 給

　 者 な ど に 該 当 す る 場 合 ５ 千 円 を

　 加 算 ）

子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金

給 付 対 象 者 　 今 年 １ 月 分 の 児 童 手

　 当 を 受 給 し 、 か つ 昨 年 の 所 得 が

　 児 童 手 当 の 所 得 制 限 額 に 満 た な

　 い 方 （ 特 例 給 付 含 む 、 臨 時 福 祉

　 給 付 金 の 対 象 者 と 生 活 保 護 受 給

　 者 は 対 象 外 ）

給 付 額 　 児 童 手 当 の 対 象 児 童 1 人

　 に つ き 1 万 円  

申 請 　 保 健 福 祉 課 社 会 福 祉 室

子 ど も 医 療 費 助 成 制 度 の 資 格 取

得 申 請 書 を 発 送

　 従 来 の 乳 幼 児 医 療 費 助 成 制 度 の

対 象 を 拡 大 し 、 子 ど も 医 療 費 助 成

制 度 に 改 正 し ま し た 。

改 正 内 容 　 医 療 費 助 成 対 象 年 齢 を

「 ０ 歳 か ら 中 学 校 ３ 年 生 ま で

（ 満 1
5 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初

の ３ 月 3
1 日 ま で の 方 ） 」 に 拡 大 。

手 続 き 　 該 当 者 に は ６ 月 2
3 日 に 申

請 書 を 発 送 し ま し た 。 必 要 事 項

に 記 入 の 上 、 ７ 月 1
1 日 （ 金 ） ま

で に 同 封 の 返 信 封 筒 で 返 送 し て

く だ さ い 。

 受 給 者 証 は 同 月 下 旬 に 発 送 し

ま す 。 ８ 月 診 療 分 か ら ご 利 用 く

　 の 主 治 医 の 方 は 医 師 の 証 明 書 が

　 必 要 。

女 性 に 対 す る 暴 力 の 相 談 窓 口 が

あ り ま す

　 女 性 の 約 1
0 人 に 1 人 が 「 配 偶 者

か ら の 暴 力 」 に 悩 み 苦 し ん で い る

と い わ れ ま す 。

　 女 性 に 対 す る さ ま ざ ま な 暴 力 に

対 し て 各 機 関 の 相 談 窓 口 が あ り ま

す 。 早 め の 相 談 が 問 題 解 決 へ の 第

一 歩 。 配 偶 者 か ら の 暴 力 （ 言 葉 の

暴 力 含 む ） 、 職 場 の セ ク シ ャ ル ・

ハ ラ ス メ ン ト 、 ス ト ー カ ー 行 為 な

ど 、 内 容 に よ っ て 適 切 な 相 談 窓 口

が あ り ま す 。

　 相 談 ナ ビ ダ イ ヤ ル は ☎ ０ ５ ７ ０

│ ０ │ ５ ５ ２ １ ０ （ 各 種 窓 口 の ご

案 内 ） 、 役 場 保 健 福 祉 課 保 健 指 導

室 ま で 。

児 童 手 当 の 現 況 届 は 提 出 期 限 が

過 ぎ て い ま す

　 今 年 ５ 月 ま で 児 童 手 当 を 受 け て

い た 方 は 、 ６ 月 3
0 日 （ 月 ） ま で に

「 児 童 手 当 現 況 届 」 を 提 出 し な け

れ ば な り ま せ ん 。

　 提 出 が 必 要 な 受 給 者 の 皆 さ ま

に は 、 ５ 月 2
6 日 付 け で 案 内 を 郵 送

し て お り ま す の で 、 手 続 き が お 済

み で な い 方 は 、 至 急 提 出 願 い ま す

（ 公 務 員 の 方 は 別 途 各 職 場 か ら 案

内 ） 。

　 ６ 月 以 降 に 受 給 資 格 が 消 滅 し た

っ て も 軽 い 症 状 で 済 む 効 果 が 期 待

で き ま す 。

　 接 種 後 に 免 疫 （ 抗 体 ） が で き る

ま で 平 均 で 約 ３ 週 間 か か り ま す 。

１ 回 の 接 種 で ５ 年 以 上 免 疫 が 持 続

す る と い わ れ ま す 。

　 た だ し ① 体 温 が 3
7 ・ ５ 度 以 上 ②

重 篤 な 急 性 疾 患 に か か っ て い る ③

過 去 に 予 防 接 種 後 ２ 日 以 内 に 発 熱 、

ま た は ア レ ル ギ ー 症 状 が み ら れ た

④ 過 去 ５ 年 以 内 に 肺 炎 球 菌 ワ ク チ

ン の 接 種 を 受 け た こ と が あ る ⑤ そ

の 他 医 師 が 不 適 当 と 判 断 し た ― 場

合 は 接 種 で き ま せ ん 。

接 種 期 間 　 来 年 ３ 月 末 日 ま で （ 年

　 末 年 始 、 祝 日 の 休 診 期 間 を 除 く

　 毎 週 月 〜 金 曜 日 ） 　

場 所 　 町 立 診 療 所 （ 要 予 約 ）

時 間 　 午 前 ９ 時 〜 午 後 ４ 時 半

費 用 　 ５ ０ ０ 円 （ １ 回 、 生 活 保 護

　 受 給 者 は 無 料 ）

対 象 　 7
5 歳 以 上 の 町 民

持 ち 物 　 健 康 康 保 険 証 、 運 転 免 許

　 証 等 身 分 証 明 で き る も の

そ の 他 　 6
5 歳 〜 7
4 歳 ま で の 方 で あ

　 っ て 以 下 の 方 は 対 象 と な り ま す 。

　 ○ 呼 吸 器 疾 患 ○ 慢 性 心 不 全 ○ 慢

　 性 肝 疾 患 ○ 病 気 や 免 疫 抑 制 療 法

　 の た め 感 染 症 に か か り や す い 方

　 ○ 脾 臓 （ ひ ぞ う ） 摘 出 な ど で 機

　 能 不 全 の あ る 方 で 主 治 医 が 必 要

　 と 認 め た 方 ― 。 東 川 町 立 診 療 所

　 の 医 師 が 主 治 医 の 場 合 は 主 治 医

　 と 要 相 談 。 東 川 町 立 診 療 所 以 外

場 合 で も 提 出 が 必 要 で す 。 お 忘 れ

な く お 願 い し ま す 。

　 1
0 月 上 旬 に 予 定 し て い る ６ 月 分

以 降 の 児 童 手 当 の 支 給 は 、 現 況 届

提 出 を し て い な い 場 合 受 け る こ と

が で き ま せ ん 。

臨 時 福 祉 給 付 金 、 子 育 て 世 帯 臨

時 特 例 給 付 金 受 け 付 け

　 消 費 税 率 引 き 上 げ に 伴 う 暫 定 的 、

臨 時 的 な 措 置 と し て 、 所 得 の 低 い

方 、 子 育 て 世 帯 へ の 影 響 を 緩 和 す

る た め 臨 時 福 祉 給 付 金 、 子 育 て 世

帯 臨 時 特 例 給 付 金 を 給 付 し ま す 。

　 申 請 は 、 ７ 月 1
5 日 か ら 受 け 付 け

ま す 。 申 請 期 限 は 1
0 月 1
5 日 （ 水 ）

ま で で す 。

　 対 象 と な る 可 能 性 の あ る 方 あ て

に 申 請 案 内 を ７ 月 1
4 日 に 発 送 し ま

す 。 申 請 受 け 付 け 後 に 審 査 を 行 い 、

給 付 要 件 を 満 た し て い る 場 合 指 定

の 口 座 へ 給 付 金 を 振 り 込 み ま す 。

公 務 員 の 方 の 子 育 て 世 帯 臨 時 特 例

給 付 金 の 申 請 は 、 所 属 庁 か ら 申 請

書 な ど が 配 布 さ れ ま す 。

給 付 金 を 装 っ た 詐 欺 に ご 注 意

　 町 の 職 員 が Ａ Ｔ Ｍ （ 銀 行 、 コ ン

ビ ニ な ど の 現 金 自 動 支 払 い 機 ） の

操 作 を お 願 い す る こ と は 絶 対 に あ

り ま せ ん 。  

　 Ａ Ｔ Ｍ を 自 分 で 操 作 し て 、 他 人

か ら お 金 を 振 り 込 ん で も ら う こ と

は 絶 対 に で き ま せ ん 。 給 付 金 を 給

付 す る た め に 、 町 が 手 数 料 振 り 込

家 族 の 日 、 家 族 の 週 間 作 品 募 集

　 子 育 て 家 族 や そ の 家 族 を 支 え る

地 域 の 大 切 さ へ の 理 解 を 深 め て も

ら う た め 、 内 閣 府 で は 1
1 月 第 ３ 日

曜 日 を 「 家 族 の 日 」 、 そ の 前 後 各

1 週 間 を 「 家 族 の 週 間 」 と 定 め 、

家 族 や 地 域 の 大 切 さ に 関 す る 作 品

コ ン ク ー ル を 実 施 し ま す 。

　 募 集 す る 作 品 は ① 写 真 ② 手 紙 ・

メ ー ル ― の ２ 部 門 で す 。

期 間 　 ７ 月 １ 日 （ 火 ） 〜 ９ 月 ８ 日

　 （ 月 ）

内 容 　 ① 写 真 ○ 子 育 て 家 族 の 力

（ 子 育 て 家 庭 の 絆 、 子 ど も と 深

め る 家 族 の 絆 ） ○ 子 育 て を 応 援

す る 地 域 の 力 （ 地 域 ぐ る み で 子

育 て 支 援 ） ② 手 紙 ・ メ ー ル ○ 小

だ さ い 。

そ の 他 　 昨 年 ４ 月 か ら 開 始 し た 小 、

中 学 生 の 通 院 医 療 費 助 成 は 、 子

ど も 医 療 費 助 成 制 度 に 伴 っ て 1
0

月 3
1 日 （ 金 ） ま で の 申 請 受 け 付

け で も っ て 終 了 し ま す 。

日 本 赤 十 字 社 の 資 金 協 力 あ り が

と う ご ざ い ま す

　 町 内 の 行 政 区 長 を 通 じ て ご 協 力

を お 願 い し た 日 赤 社 費 の 募 金 状 況

が ま と ま り ま し た 。

　 日 本 赤 十 字 社 は 、 血 液 事 業 、 災

害 時 の 医 療 救 護 、 救 援 物 資 や 義 援

金 支 援 な ど さ ま ざ ま な 事 業 、 社 会

活 動 を 行 っ て い ま す 。 今 後 と も 皆

さ ま の ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

学 生 の 部 ○ 中 ・ 高 校 生 の 部 ○ 一

般 の 部

表 彰 　 募 集 テ ー マ 、 区 分 ご と に 最

優 秀 賞 1 点 、 優 秀 賞 5 点 以 内 。

い ず れ も 、 内 閣 府 特 命 担 当 大 臣

（ 少 子 化 対 策 ） 表 彰 と 副 賞 。

お 問 い 合 わ せ 　 内 閣 府 の 家 族 の 日 、

家 族 の 週 間 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載

予 定

http://www8.cao.go.jp/shoushi
/shoushika/family/index.htm 

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 子 育 て 支 援 セ ン

タ ー ☎ 8
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「 よ ち よ ち 教 室 」 を 開 き ま す

　 ０ 歳 児 対 象 の 親 子 遊 び の 教 室 で

す 。 親 子 で 楽 し く 遊 び お 友 だ ち を

つ く り ま し ょ う 。 お 兄 ち ゃ ん お 姉

ち ゃ ん も 一 緒 に ど う ぞ 。

日 時 　 ７ 月 1
1 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ ー

　 ル ー ム

募 集 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

内 容 　 赤 ち ゃ ん 体 操 、 親 子 遊 び 、

　 マ グ ネ ッ ト 作 り （ 講 師 は 三 上 ま

　 り え さ ん 、 ハ ン ド マ ッ サ ー ジ 予

　 定 ）

対 象 　 ０ 歳 児 の お 子 さ ん と 保 護 者

◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆

東 川 町 農 業 委 員 会 委 員 選 挙 の お

知 ら せ

選 挙 管 理 委 員 会

　 任 期 満 了 に 伴 う 東 川 町 農 業 委 員

会 （ 定 数 ８ 人 ） の 選 挙 は ７ 月 1
3 日

（ 日 ） に 投 票 、 即 日 開 票 で 実 施 し

ま す 。

　 7 月 ８ 日 （ 火 ） に 選 挙 告 示 、 立

候 補 届 け 出 を 受 け 付 け し ま す 。 立

候 補 届 け 出 人 数 が 選 挙 に よ る 委 員

定 数 を 超 え な い 時 は 投 票 を 行 い ま

せ ん 。

　 立 候 補 の 届 け 出 に 伴 い 事 前 審 査

が 必 要 で す 。 詳 し い お 問 い 合 わ せ

は 、 町 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 ☎ 8
2

│ ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ２ ２ 、 ２ ２ ４ ）

ま で 。

東 川 町 農 協 、 板 谷 組 合 長 が 会 長 、

樽 井 専 務 が 新 組 合 長 に

　 板 谷 重 徳 組 合 長 の ホ ク レ ン 農 業

協 同 組 合 連 合 会 代 表 理 事 副 会 長 就

任 に 伴 っ て 東 川 町 農 業 協 同 組 合 は

６ 月 2
0 日 、 第 1
0 回 理 事 会 を 開 き 、

同 月 1
2 日 に 開 い た 臨 時 総 代 会 で 新

設 し た 会 長 理 事 （ 非 常 勤 職 ） に 板

谷 氏 を 選 任 し ま し た 。 後 任 の 代 表

理 事 組 合 長 に は 前 代 表 理 事 専 務 、

樽 井 功 氏 、 樽 井 前 専 務 の 後 任 に 馬

場 伸 二 理 事 を 選 任 し ま し た 。 （ 関

連 記 事 ８ ㌻ ）

東 川 町 農 業 協 同 組 合 役 員 人 事 （ ６

月 20 日 ）

　 会 長 理 事 （ 代 表 理 事 組 合 長 ） 　

板 谷 重 徳 ▼ 代 表 理 事 組 合 長 （ 同 代

表 理 事 専 務 ） 　 樽 井 功 ▼ 同 代 表 理

事 専 務 （ 理 事 ） 　 馬 場 伸 二

町 民 続 々 と 、 東 川 小 学 校 の 新 校

舎 見 学 会

　 ６ 月 1
4 日 、 東 川 小 学 校 の 新 校 舎

（ 西 ４ 号 北 ８ 番 地 ） 見 学 会 が 行 わ

れ ま し た 。

　 午 前 1
0 時 、 見 学 会 開 始 と 同 時 に

多 く の 町 民 が 次 々 訪 れ 、 午 前 中 だ

け で ３ ０ ０ 人 を 超 え る に ぎ わ い ぶ

り 。 一 日 で 約 ８ ０ ０ 人 が 来 場 し ま

し た 。 そ の ６ 割 以 上 は こ れ か ら 学

齢 期 を 迎 え る 親 子 、 小 学 校 に 通 っ

て い る 児 童 を 連 れ た 家 族 連 れ 。 町 25
24
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

日 中 は い つ も の よ う に 学 校 に 通 う

ミ ニ 合 宿 で す 。

　 初 日 、 お 互 い に 自 己 紹 介 の 後 、

さ っ そ く 自 己 学 習 と 読 書 タ イ ム の

ス タ ー ト 。 読 書 を 希 望 す る 子 ど も

た ち の た め に 、 文 化 交 流 館 か ら 児

童 図 書 約 １ ０ ０ 冊 も 用 意 し ま し た 。

学 校 の 宿 題 を し た り 、 苦 手 な 科 目

の 勉 強 も チ ェ ッ ク 。

　 最 初 の 夕 食 は 、 ハ ン バ ー グ 、 ス

パ ゲ テ ィ ー 、 ご 飯 、 野 菜 サ ラ ダ の

モ リ モ リ メ ニ ュ ー 。 ひ き 肉 を こ ね

る ハ ン バ ー グ 作 り 、 サ ラ ダ の 盛 り

付 け 、 後 片 付 け も 手 伝 い ま し た 。

　 毎 日 早 起 き し て ラ ジ オ 体 操 、 日

記 の 記 帳 、 苦 手 な 科 目 に も 挑 戦 。

整 理 整 と ん 、 後 片 付 け を す る こ と

も 覚 え ま し た 。

　 期 間 中 、 東 川 ふ れ あ い サ ポ ー ト

ク ラ ブ （ 小 林 幸 夫 会 長 、 2
0 人 ） 、

同 地 区 の 喜 楽 ほ の ぼ の ク ラ ブ 、 学

校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 さ ん が 勉

強 や 遊 び の 指 導 、 ご 飯 、 お や つ 作

り を 手 伝 っ て く れ ま し た 。

臨 時 職 員 の 募 集
北 海 道 東 川 養 護 学 校

　 臨 時 給 食 調 理 員 （ ２ 種 ） 、 臨 時

調 理 員 、 臨 時 給 食 調 理 員 （ と も に

３ 種 ） を 募 集 し ま す 。 ご 希 望 の 方

は 、 ハ ロ ー ワ ー ク を 通 し て ７ 月 1
4

日 （ 月 ） ま で に お 申 し 込 み く だ さ

い 。 お 問 い 合 わ せ は 東 川 養 護 学 校

（ 担 当 、 藤 吉 さ ん ） ☎ 8
2 │ ４ ５ ８

６ 。 　
▼ 臨 時 給 食 調 理 員 （ ２ 種 ）

採 用 人 数 　 １ 人

業 務 内 容 　 学 校 給 食 の 調 理 業 務

（ 仕 込 み 、 下 処 理 、 調 理 等 ）

応 募 資 格 　 6
4 歳 以 下 （ 高 卒 程 度 、

　 通 勤 用 に 要 普 通 自 動 車 運 転 免 許 ）

勤 務 体 制 　 ① 午 前 ８ 時 〜 午 後 ２

時 半 ② 午 前 ８ 時 〜 午 後 ２ 時 4
5 分

（ い ず れ も 休 憩 時 間 4
5 分 間 ） の

ど ち ら か 週 ５ 日 間 （ 休 校 日 を 除

く 月 〜 金 曜 日 ）

雇 用 　 ８ 月 か ら

賃 金 　 ① ４ 千 ７ ８ ５ 円 （ 午 後 ２ 時

半 ま で 勤 務 日 ） ② ４ 千 ９ ９ ３ 円

（ 午 後 ２ 時 4
5 分 ま で 勤 務 日 ） 、

い ず れ も 片 道 ２ ㌔ ㍍ 以 上 で 通 勤

手 当 あ り 、 社 保 、 雇 保 あ り

提 出 書 類 　 ハ ロ ー ワ ー ク の 紹 介 状 、

　 履 歴 書 （ 写 真 貼 付 ）

▼ 臨 時 調 理 員 、 臨 時 給 食 調 理 員

（ ３ 種 ）

　 1
0 月 に 移 転 開 校 す る 予 定 の 新 校

舎 で は 、 ８ 月 に 給 食 調 理 施 設 の 模

擬 調 理 稼 働 を 行 う 予 定 。 学 校 給 食

の 試 食 会 を 兼 ね て 、 ２ 度 目 の 町 民

見 学 会 を 予 定 し て い ま す 。

竹 内 選 手 が エ ー ル ！ 「 乗 り 越 え た

時 楽 し い こ と が あ る 」

　 ソ チ 五 輪 ス ノ ー ボ ー ド パ ラ レ ル

競 技 銀 メ ダ リ ス ト の 竹 内 智 香 選 手

（ 3
1 ） が 「 あ き ら め ず に や れ ば 、

苦 し い こ と を 乗 り 越 え た 時 に 必 ず

楽 し い 時 が あ る 」 と 生 徒 に エ ー ル

を 送 り ま し た 。 　 　

　 ６ 月 1
0 日 、 東 川 中 学 校 で 初 め て

の 講 演 が 実 現 し ま し た 。

　 話 し た の は 「 中 学 ２ 年 生 の 時 に

オ リ ン ピ ッ ク に 行 き た い 、 と 思 い

始 め 、 高 校 ３ 年 生 で は 現 実 に オ リ

ン ピ ッ ク 出 場 を 目 指 し て い た 」 と

い う 銀 メ ダ ル ま で の 1
8 年 間 。

　 ４ 度 の オ リ ン ピ ッ ク 出 場 。 そ の

内 の 関 心 の 高 さ を う か が わ せ ま し

た 。

　 建 物 に 入 っ て ま ず 驚 く の は 、 一

直 線 に 伸 び て い る 約 ２ ７ ０ ㍍ も

の 廊 下 の 長 さ 。 廊 下 を 走 り 回 っ て

い た 子 供 た ち は 「 ど こ ま で も 学 校

だ ぁ 」 と 広 く て 長 い 廊 下 に 驚 き の

感 想 。

　 校 舎 東 側 に 棟 続 き で つ な が っ て

い る 地 域 交 流 セ ン タ ー は 、 同 時 移

転 の 学 童 保 育 セ ン タ ー 用 ア リ ー ナ

と 多 目 的 室 、 食 育 活 動 用 の 調 理 室 、

会 議 室 を 配 置 し て い ま す 。

　 体 育 館 側 の 西 側 校 舎 を 見 学 し な

い で こ の 広 さ を み た 父 母 は 「 こ こ

が 体 育 館 ？ 広 い ね 」 と 感 心 し き り 。

屋 内 が あ ま り に 広 い た め 、 1 回 だ

け で は 納 得 で き ず 、 ２ 往 復 、 ３ 往

復 と 何 度 も 屋 内 を 見 学 す る 姿 も 見

ら れ ま し た 。

ス タ ー ト は 、 キ ト ウ シ 森 林 公 園

キ ャ ン モ ア ス キ ー ビ レ ッ ジ で 練 習

を 繰 り 返 し た 日 々 で し た 。

　 「 立 っ て は 転 び 、 と い う 連 続 で 、

い つ も 壁 に ぶ つ か っ て い た 。 で も

簡 単 に で き て い た ら こ こ ま で 興 味

を 持 て な か っ た 」 と 壁 の 克 服 が 次

へ の 大 き な ス テ ッ プ 、 と 強 調 し ま

し た 。

　 「 中 学 か ら 高 校 の こ ろ は 、 楽 し

さ よ り も 苦 し さ 、 つ ら さ の 連 続 だ

っ た 。 そ れ を ４ 年 間 耐 え た 結 果 と

し て ソ ル ト レ ー ク 出 場 が あ っ た 。

小 学 校 の 時 に 楽 し さ に 出 会 え た こ

と が つ な が っ た 」 。

　 1
8 歳 、 初 め て の ソ ル ト レ ー ク 五

輪 出 場 。 さ ら に ト リ ノ 、 バ ン ク ー

バ ー 大 会 を 経 て 、 銀 メ ダ ル に 輝 い

た ソ チ 大 会 ま で 、 練 習 地 を 海 外 に

求 め て ス イ ス チ ー ム に 合 流 。 ド イ

ツ 語 も 必 死 に マ ス タ ー し ま し た 。

　 熱 い 思 い と 戦 い の 日 々 、 そ し て

銀 メ ダ ル ま で の 道 の り ― 。 竹 内 選

手 の 話 に 生 徒 は 真 剣 に 聞 き 入 っ て

い る よ う で し た 。

３ 泊 ４ 日 の 通 学 合 宿 、 今 年 も に

ぎ や か

　 ６ 月 1
5 日 か ら ３ 泊 ４ 日 で 、 第 三

地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー を 合

宿 所 に し て 通 学 合 宿 を 行 い ま し た 。

　 ２ 年 目 の 今 年 は 、 第 二 小 、 第 三

小 の ４ 年 生 以 上 1
7 人 の 児 童 が 参 加

し ま し た 。 一 緒 に 生 活 を し な が ら 、

内 容 　 ５ 千 円 分 の 紙 お む つ 引 き 換

　 え 券 （ 年 間 ２ 回 ）

支 給 時 期 　 ▼ ７ 月 末 日 ま で の 申 請

　 分 は ８ 月 に 支 給 ▼ １ 月 末 日 ま で

　 の 申 請 分 は ２ 月 支 給

申 請 　 所 定 の 申 請 書 で 社 会 福 祉 協

　 議 会 ま で

お 問 い 合 わ せ 　 各 地 区 担 当 民 生 委

　 員 、 社 会 福 祉 協 議 会 （ 担 当 ・ 丸

　 谷 さ ん 、 村 端 さ ん ） ☎ 8
2 │ ７ ５

　 ０ ５

柳 家 は ん 治 独 演 会 の ご 案 内
叢 舎

　 落 語 家 、 柳 家 は ん 治 独 演 会 を 今

年 も 開 き ま す 。 今 年 は 弟 子 の 柳 家

こ は ぜ も 来 町 予 定 で す 。

日 時 　 ７ 月 1
8 日 （ 金 ） 午 後 ６ 時 半

　 （ 開 演 ）

場 所 　 叢 舎 （ く さ む ら や ）

木 戸 銭 　 ２ 千 円 （ 5
0 席 限 定 、 全 席

　 予 約 ）

申 し 込 み 　 叢 舎 （ 澤 田 さ ん ） ☎ 8
2

　 │ ４ ４ １ ６

農 ・ 魚 業 の あ る 風 景 写 真 コ ン テ ス

ト 開 催
コ ー プ さ っ ぽ ろ 農 業 賞 実 行 委 員 会

　 コ ー プ さ っ ぽ ろ 農 業 賞 実 行 委 員

会 （ 札 幌 ） は 、 農 ・ 魚 業 の あ る 風

景 写 真 コ ン テ ス ト を 開 催 し ま す 。

北 海 道 の 食 、 農 ・ 漁 業 者 と の 交 流 、

お い し い 感 動 を 写 真 に し て ご 応 募

採 用 人 員 　 若 干 名

業 務 内 容 　 臨 時 調 理 員 は 寄 宿 舎 の

　 食 事 、 臨 時 給 食 調 理 員 は 学 校 給

　 食 繁 忙 日 や 正 規 の 調 理 員 不 在 時

　 の 給 食 調 理 業 務 （ 両 業 務 の 勤 務

　 者 希 望 ） 。

応 募 資 格 　 6
4 歳 以 下 （ 高 卒 程 度 、

　 通 勤 用 に 要 普 通 自 動 車 運 転 免 許 ）

勤 務 体 制 　 ア 、 臨 時 調 理 員 ① 早 出

＝ 午 前 ６ 時 〜 午 後 ２ 時 半 ② 遅 出

＝ 午 前 1
0 時 半 〜 午 後 ７ 時 　 イ 、

臨 時 給 食 調 理 員 ③ 午 前 ８ 時 〜 午

後 ２ 時 4
5 分 ④ 午 前 ８ 時 〜 正 午

（ い ず れ も 休 憩 4
5 分 間 、 月 ０ 〜

最 大 1
0 回 の 勤 務 ）

賃 金 　 ① ② ６ 千 ４ ５ ０ 円 、 ③ ４ 千

　 ９ ９ ３ 円 、 ④ ３ 千 ３ ２ ９ 円 （ い

　 ず れ も 片 道 ２ ㌔ ㍍ 以 上 で 通 勤 手

　 当 あ り ）

提 出 書 類 　 ハ ロ ー ワ ー ク の 紹 介 状 、

　 履 歴 書 （ 写 真 貼 付 ）

紙 お む つ 券 の 支 給 サ ー ビ ス を し

て い ま す

東 川 町 社 会 福 祉 協 議 会

　 在 宅 で 介 護 を 受 け て い る 方 で 紙

お む つ を 常 時 必 要 と す る 方 を 対 象

に 、 紙 お む つ 券 の 支 給 サ ー ビ ス を

行 っ て い ま す 。

対 象 者 　 ① 在 宅 で 介 護 を 受 け て い

　 て 紙 お む つ を 常 時 必 要 と す る 方

　 ② 介 護 保 険 の 要 介 護 認 定 で 要 介

　 護 ２ 以 上 の 方 （ 施 設 入 居 、 入 院

　 を 除 く ）

く だ さ い 。

　 写 真 は 、 タ イ ト ル 、 撮 影 意 図 、

撮 影 場 所 、 被 写 体 な ど 、 撮 影 者 の

思 い が 分 か る 説 明 を つ け て く だ さ

い 。 名 誉 審 査 委 員 長 は 松 岡 市 郎 町

長 、 審 査 委 員 長 は 荒 川 義 人 天 使

大 学 看 護 栄 養 学 部 栄 養 学 科 教 授

で す 。

応 募 部 門 　 Ａ 部 門 ＝ １ 枚 写 真 の 部

　 （ カ ラ ー プ リ ン ト ２ Ｌ 判 以 上 ） 、

　 Ｂ 部 門 ＝ 4 枚 組 写 真 の 部 （ ４ 枚

　 プ リ ン ト 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 携

　 帯 電 話 で 撮 影 し た 写 真 に 限 る 、

　 サ イ ズ 規 定 な し 、 撮 影 時 期 、

　 場 所 、 被 写 体 が 同 じ 必 要 な し ）

賞 　 Ａ 部 門 ＝ 写 真 の 町 東 川 町 賞

（ １ 点 ） 、 奨 励 賞 （ 数 点 ） 、 Ｂ

部 門 ＝ コ ー プ さ っ ぽ ろ 賞 （ １

点 ） 、 奨 励 賞 （ 数 点 ）

締 め 切 り 　 ８ 月 3
1 日 （ 日 ） （ 消 印

　 有 効 ）

応 募 方 法 　 作 品 に 住 所 、 氏 名 、 年

　 齢 、 電 話 番 号 、 職 業 （ 学 年 ） 、

　 Ｅ メ ー ル ア ド レ ス 、 作 品 の 説 明

　 を 添 付 し て コ ー プ さ っ ぽ ろ 農 業

　 賞 事 務 局 （ 〒 ０ ６ ０ │ ０ ０ ０

　 １ 、 札 幌 市 中 央 区 北 １ 条 西 1
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　 丁 目 、 大 通 ハ イ ム ５ １ ２ ） に

　 郵 送

お 問 い 合 わ せ 　 同 事 務 局 ☎ ０ １ １

│ ２ １ ５ │ ８ ８ ７ １ （ 担 当 ・ 鈴

木 さ ん ） 応 募 要 領 は ホ ー ム ペ ー

ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 。

http://www.coop-sapporo.or.jp

/contents/view/id/98#a-01

木 の グ ラ ン ド フ ェ ア 開 催 の ご 案

内
北 海 道 総 合 研 究 機 構 林 産 試 験 場

　 林 産 試 験 場 （ 旭 川 市 西 神 楽 １ 線

1
0 号 ） で は 日 ご ろ の 研 究 、 木 材 へ

の 理 解 を 深 め て も ら う こ と を 目 的

と し て 第 2
3 回 木 の グ ラ ン ド フ ェ ア

を 開 催 し ま す 。 同 試 験 場 内 を 会 場

に 、 ７ 月 か ら 毎 月 １ 回 の 企 画 で す 。

　 お 問 い 合 わ せ は 、 い ず れ も 企 業

支 援 部 技 術 支 援 グ ル ー プ ☎ 7
5 │ ４

２ ３ ３

▼ 木 に な る フ ェ ス テ ィ バ ル

日 時 　 ７ 月 2
6 日 （ 土 ） 午 前 ９ 時 半

　 〜 午 後 ３ 時

場 所 　 林 産 試 験 場 内

内 容 　 ク イ ズ と ゲ ー ム 、 実 演 ・ 体

　 験 コ ー ナ ー （ 丸 太 の 表 皮 む き 、

　 プ レ ス 、 カ ラ マ ツ 内 装 材 、 新 種

　 き の こ の 味 比 べ 、 お も ち ゃ 作 り

　 な ど ） 、 試 験 場 内 見 学 ツ ア ー 、

　 ピ ア ノ コ ン サ ー ト 、 お に ぎ り 、

　 お 好 み 焼 き 、 焼 き 鳥 な ど の テ ン

　 ト 出 店

▼ 木 工 作 ひ ろ ば

日 時 　 ８ 月 ３ 日 （ 日 ） 午 前 1
0 時 〜

　 午 後 ３ 時

場 所 　 林 産 試 験 場 内 「 木 と 暮 ら し

　 の 情 報 館 」

定 員 　 2
0 人 （ 要 予 約 、 午 前 、 午 後

　 各 1
0 人 ）

費 用 　 無 料

申 し 込 み 　 （ 一 社 ） 北 海 道 林 産 技

　 術 普 及 協 会 ☎ 7
5 │ ３ ５ ５ ３

▼ 北 海 道 こ ど も 木 工 作 品 コ ン ク ー

ル 展
日 時 　 ９ 月 1
3 日 （ 土 ） 〜 1
0 月 ５ 日

　 （ 日 ）

場 所 　 林 産 試 験 場 内 「 木 と 暮 ら し

　 の 情 報 館 」

入 場 　 無 料

自 衛 官 の 募 集

自 衛 隊 旭 川 地 方 協 力 本 部 南 地 区 隊

　 自 衛 官 候 補 生 、 一 般 曹 候 補 生 、

航 空 学 生 を 募 集 し ま す 。 お 問 い 合

わ せ は 南 地 区 隊 ☎ （ 直 ） 2
2 │ ０ ６

４ ８ 、 ま た は 役 場 企 画 総 務 課 （ ☎

内 線 ２ ２ ４ ） ま で 。

▼ 自 衛 官 候 補 生 、 一 般 曹 候 補 生

（ と も に 男 女 ）

資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 1
8 歳 以 上 2
7

　 歳 未 満 の 男 女 （ 来 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）

受 付 期 間 　 自 衛 官 候 補 生 男 子 は 試

　 験 日 に よ っ て 異 な る 。 同 女 子 、

　 一 般 曹 候 補 生 は 、 ８ 月 １ 日 （ 金 ）

　 〜 ９ 月 ９ 日 （ 火 ） 。

試 験 日 　 ○ 男 子 ＝ ８ 月 3
1 日 （ 日 ） 、

９ 月 １ 日 （ 月 ） 、 同 月 1
7 日

（ 水 ） 、 2
7 日 （ 土 ） の い ず れ か

１ 日 ○ 女 子 ＝ ９ 月 2
6 日 （ 金 ） 、

同 月 2
7 日 （ 土 ） の い ず れ か １ 日

○ 一 般 曹 ＝ ９ 月 1
9 日 （ 金 ） 、 同

月 2
0 日 （ 土 ） の い ず れ か 。

試 験 会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地

　 （ 旭 川 市 春 光 町 ） な ど 27
26
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社 協 だ よ り

　

温 か い 善 意 あ り が と う

ご ざ い ま す

　 ５ 月 16 日 か ら ６ 月 15 日 ま で

に ご 寄 付 を い た だ き ま し た 方

は 次 の と お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》

1
1 区 　 　 　 　 　 高 橋 　 良 夫 様

西 区 　 　 　 　 　 池 田 登 美 子 様

西 町 ３ 丁 目 　 　 植 田 　 晴 美 様

2
9 区 　 　 　 　 　 西 脇 　 健 次 様

「 く ら し の 相 談 」 を ご 利 用

く だ さ い

　 悩 み ご と の ご 相 談 に 応 じ て い

ま す 。 秘 密 は 守 ら れ ま す 。 事 前

に 連 絡 の う え 、 お 気 軽 に お 越 し

く だ さ い 。 ☎ 8
2 ― ７ ５ ０ ５

　 今 月 の 相 談 員 は 次 の と お り で

す 。

盛  永 　 小  夜  子

【
サ
ッ
カ
ー
】

◆
第
38
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
北

海
道
予
選
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
６
月
７

日
・
士
別
市
つ
く
も
サ
ッ
カ
ー
場
）

▼
決
勝

東
川
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
４
－
０
旭
川
ネ
イ

バ
ー
ズ
FC

＝
６
月
28
日
、全
道
大
会
に
出
場（
滝
川
）

【
柔
道
】　

◆
第
４
回（
公
社
）北
整
全
道
少
年
柔
道
形

競
技
会
旭
川
ブ
ロ
ッ
ク
予
選（
６
月
７
日
・

旭
川
大
学
）

優
勝
　
取
・
須
藤
花
凛（
東
川
柔
塾
）、
受
・

上
尾
カ
ム
ナ（
同
）＝
８
月
３
日
の
全
道
大

会
に
進
出

◆
第
45
回
旭
柔
連
杯
中
学
校
柔
道
大
会

（
６
月
1日
・
愛
別
町
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

▼
男
子
66
㌔
㌘
級
　
②
本
田
太
一（
東
川

柔
塾
）

▼
同
81
㌔
㌘
級
　
②
佐
々
木
燦
史（
同
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】　

◆
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
杯
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会（
５
月
31
日
、６
月
１
日
・
旭

川
市
立
明
星
中
学
校
、同
市
立
神
楽
中
学

校
）
▼
決
勝

東
川
中
学
校
２
－
１
広
陵
中
学
校

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】　

◆
第
34
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
当
麻

大
会
兼
第
35
回
北
海
道
夏
季
交
歓
大
会

旭
川
地
区
予
選
会
女
子
決
勝（
6月
22
日
・

当
麻
小
）

▼
女
子
決
勝
リ
ー
グ

東
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
　

　
22
－
59
　
旭
川
千
代
田

（
準
優
勝
＝
全
道
大
会
は
8月
2、
3日
帯
広

の
森
体
育
館
な
ど
）

お
わ
び

５
月
号
に
掲
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。お
わ

び
の
上
掲
載
し
ま
す
。

◆
第
23
回
北
海
道
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
秀
選
手
選
抜
大
会（
３
月
27
、2
8日
・
芦

別
市
総
合
体
育
館
）

▼
決
勝

旭
川
選
抜
２
－
１
帯
広
選
抜

（
旭
川
選
抜
の
う
ち
皆
木
ま
ど
か
、菊
地
真

沙
希
、矢
ノ
目
あ
ゆ
み
は
東
川
中
）

公
営
住
宅
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集

そ
の

他

選
考
方
法

入
居
期
限

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

／
入
居
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は

　
入
居
す
る
こ
と
は
で
きま
せ
ん
。

／
公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
て
決
定

／
7月
末
日（
期
限
ま
で
に
入
居
す
る
こ
と
が
要
件
）

／
家
賃
の
3カ
月
分

／
入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
２
人（
保
証
人
が
２
人
い
な
い
場
合
は
入
居
取
り
消
し
）

／
住
ま
い
室
 ☎
８
２
－
２
１
１
１
（
内
線
11
5、
11
6）

定
住
促
進
課

●
公
営
住
宅
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町
内
に
住
所
ま
た
は
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を
有
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る
方
、
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で
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要
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町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
、
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
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�ƒ

・
平
成
6年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ート
造
り２
階
建
て

・ユ
ニッ
ト
バ
ス
付
き

・
物
置
付
き
、駐
車
場
１台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
１
戸
（
2階
）

・
30
,40
0円
～

　
　
46
,90
0円

ア
ヴ
ニ
ー
ル
Ⅰ

1L
D
K
（
37
.2㎡
）

西
町
１
丁
目
9番

・
オ
ー
ル
電
化
住
宅

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
と
ポ
ン
プ
電
気
代
、

　
除
雪
費
用
は
別
途

�ƒ �„

・
2戸
（
1階
、2
階
）

・
24
,10
0円
～

　
　
53
,80
0円

北
団
地
A
2

３
LD
K
（
76
.41
㎡
）

北
町
3丁
目
10
番

・
調
理
器
（
ガ
ス
）
、
灯
油
暖
房
機
（
煙
突

　
式
）
は
各
自
用
意

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
と
ポ
ン
プ
電
気
代

　
は
別
途

・
平
成
３
年

・セ
ラ
ミッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り２
階
建
て

・
物
置
付
き
、駐
車
場
１台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
調
理
器
（
ガ
ス
）
、
灯
油
暖
房
機
（
煙
突

　
式
）
は
各
自
用
意

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
と
ポ
ン
プ
電
気
代
、

　
除
雪
費
用
は
別
途

�…

・
平
成
７
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ート
造
り２
階
建
て

・
物
置
付
き
、駐
車
場
１台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
1戸
（
1階
）

・
25
,40
0円
～

　
　
67
,40
0円

北
団
地
A
6

３
LD
K
（
76
.62
㎡
）

北
町
3丁
目
11
番

・
調
理
器
、
灯
油
暖
房
機
（
煙
突
式
）
は
各

　
自
用
意
。

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
と
ポ
ン
プ
電
気
代
、

　
除
雪
費
用
は
別
途

�†

・昭
和
61
年

・セ
ラ
ミッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り２
階
建
て

・ユ
ニッ
ト
バ
ス
付
き

・
物
置
付
き
、駐
車
場
１台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
1戸
（
1階
）

・
20
,30
0円
～

　
　
53
,90
0円

清
流
東
団
地
A
4

３
LD
K
（
70
.6㎡
）

西
町
1丁
目
19
番

受
付
期
間

７
月
１
日
㈫
～
同
月
11
日
㈮

定
住
促
進
課
住
ま
い
室

5戸 １
．
入
居
申
込
書

２
．
住
宅
等
状
況
申
告
書

３
．
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
．
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
26
年
１
月
１
日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
．
世
帯
全
員
分
の
住
民
票
（
町
外
の
方
の
み
、
本
籍
地
表
示
は
不
要
）

６
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

７
．
印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
、
定
住
促
進
課
住
ま
い
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
３
、
４
の
書
類
は
、
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

�¤
	��

G
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店 、 お み や げ 売 店 な ど 設 置 場 所 を

巡 っ て ス タ ン プ を 集 め 、 応 募 し て

く だ さ い 。 抽 選 で 延 べ ２ ６ ０ 人 に

地 域 の 特 産 品 、 フ ェ リ ー 往 復 乗 船

券 、 ホ テ ル ・ 旅 館 宿 泊 券 な ど の 賞

品 が 当 た り ま す 。

　 期 間 は ７ 月 1
9 日 （ 土 ） か ら 1
0 月

1
3 日 （ 月 ） ま で 。 応 募 締 め 切 り は

1
0 月 2
0 日 （ 当 日 消 印 有 効 ） 。 詳 し

く は 同 委 員 会 （ 上 川 町 中 央 町 9
8 │

５ ） ☎ ０ １ ６ ５ ８ │ ２ │ １ ８ １ １

ま で 。

�½ �Ä �Ð �� �w �“ 
Ê �ˆ �q �Ä �å �Ò �ç �r

�>

�t 
’ �• �M �~ �H �	 �K 
Q 	t

　 裁 判 所 に よ る 民 事 上 の ト ラ ブ ル

解 決 の 手 段 は 、 民 事 訴 訟 に よ る も

の と 、 申 し 立 て が 簡 易 な 民 事 調 停

に よ る も の が あ り ま す 。

　 民 事 調 停 は 、 裁 判 官 １ 人 、 一 般

市 民 か ら 選 ぶ ２ 人 以 上 の 民 事 調 停

委 員 に よ っ て 構 成 す る 調 停 委 員 会

に よ っ て 、 双 方 が 話 し 合 い に よ っ

て ト ラ ブ ル を 解 決 す る 手 段 で す 。

　 民 事 事 件 の う ち ６ 割 以 上 は 調 停

手 続 き に よ っ て 解 決 し て い ま す 。

裁 判 手 続 き に よ る 解 決 方 法 に 比 べ

て 費 用 が 安 く 、 手 続 き が 非 公 開 で

行 わ れ る た め プ ラ イ バ シ ー を 守 る

こ と が で き ま す 。

　 話 し 合 い が 合 意 に 至 ら な い 場 合 、

調 停 不 成 立 と な り 、 別 途 裁 判 を 起

こ す こ と が で き ま す 。 一 方 、 裁 判

�Ý �ä �í �¶ 
\

�¿ � 　̈ 日 本 国 籍 を 有 し 来 年 ４ 月 １

　 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
1 歳 未 満 の 男 女

　 （ 高 卒 、 高 卒 見 込 み 者 含 む ）

	! 
Ç �8 �� 　 ８ 月 １ 日 （ 金 ） 〜 ９ 月

　 ９ 日 （ 火 ）

�¼ �g �Ô 　 ９ 月 2
3 日 （ 火 ）

�¼ �g �q 	Ô 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地

　 （ 旭 川 市 春 光 町 ）

	— �å �� �� 	t �w �ª 
ƒ �_ �¶ �q

�t 
’ 	— �å �� �� 	t

　 旭 川 少 年 鑑 別 所 の 施 設 見 学 会 を

開 き ま す 。

�Ô �Ì 　 ７ 月 2
7 日 （ 日 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時 半

	Ô 	t 　 旭 川 少 年 鑑 別 所 （ 旭 川 市 豊

　 岡 １ 条 １ 丁 目 ）

�º �0 　 業 務 説 明 と 施 設 見 学

�0 	Å 　 1
5 歳 以 上 （ 高 校 生 以 上 、 1
8

　 歳 以 下 は 保 護 者 同 伴 ）

�� �» 　 2
0 人 （ 先 着 順 ）


… �; 　 無 料


� �` �� �ˆ �~ �S �ð �M �ù �˜ �d 　 旭 川 少

　 年 鑑 別 所 庶 務 課 ☎ 3
1 │ ５ ４ ６ ８

�G 
‡ �§ �Ü �  �Û �ï �» �å �~ �µ �» �ï �Ó �å

�æ �Ó �› �î �ª �` �‡ �b

�Û �° �þ �Ü 
Ú �â �¦ �
 �« �  �q

　 （ 一 社 ） 層 雲 峡 観 光 協 会 大 雪 カ

ム イ ミ ン タ ラ 事 業 実 行 委 員 会 で は 、

大 雪 カ ム イ ミ ン タ ラ エ リ ア （ 上 川

中 央 部 ９ 市 町 ） で ス タ ン プ ラ リ ー

を 実 施 し ま す 。 レ ス ト ラ ン 、 飲 食

所 が 解 決 案 と し て 「 調 停 に 代 わ る

決 定 」 を 示 す こ と も あ り ま す 。 こ

の 場 合 、 ２ 週 間 以 内 に 異 議 申 し 立

て が な い 場 合 、 調 停 成 立 と 同 じ 効

果 を 生 じ ま す 。

　 詳 し く は 裁 判 所 ウ ェ ブ サ イ ト を

ご 覧 く だ さ い 。

http://www.courts.go.jp/saiban/q
a_kansai/index.html
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